
朱薫F朱文公文集』蚊文訳注稿(三)(市来)

朱
嘉
『
朱
文
公
文
集
』
政
文
訳
注
稿
　
(
三
)

は
じ
め
に

本
稿
は
、
朱
薫
(
二
三
〇
-
一
二
〇
〇
)
　
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
巻
八

一
～
八
四
　
「
放
し
　
に
対
す
る
訳
注
の
試
み
の
連
載
第
三
回
目
で
あ
る
。
当
面
は

巻
八
一
部
分
の
全
訳
の
完
成
を
め
ざ
す
。

「
政
」
　
文
の
記
述
構
造
と
読
ま
れ
方
の
し
く
み
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
意
味

や
、
朱
薫
思
想
研
究
に
と
っ
て
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
連
載
第
一
回
目
　
(
『
東

洋
古
典
学
研
究
』
第
二
〇
集
、
二
〇
〇
五
年
)
　
の
　
「
は
じ
め
に
」
　
に
お
い
て
説
明
し

た
。
ま
た
、
現
代
日
本
語
翻
訳
文
、
原
文
、
漢
文
訓
読
書
き
下
し
文
、
語
注
、

補
説
な
ど
の
本
訳
注
の
記
述
方
針
な
ど
に
つ
い
て
も
、
同
所
で
示
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
居
住
地
域
建
州
で
朱
某
四
十
代
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
地
縁
・

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

血
縁
・
学
縁
に
関
わ
る
朱
薫
の
思
い
入
れ
深
い
　
人
網
　
に
ま
つ
わ
る
も
の
を

収
め
る
。

以
下
、
連
載
第
一
回
目
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
主
要
な
使
用
資
料
お

市
来
　
津
由
彦

よ
び
注
解
の
た
め
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
お
く
。

【
資
料
と
略
称
】

※
基
本
資
料

・
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
集
』
(
嘉
靖
一
一
年
重
刊
影
印
、
四
部
叢
刊
集
部
)

…
『
朱
集
』

・
『
朱
子
大
全
』
二
七
七
〇
年
刊
影
印
。
保
景
文
化
社
、
一
九
八
四
年
)…

『
李
朝
本
』

・
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
(
江
戸
・
正
徳
二
年
刊
本
影
印
。

中
文
出
版
社
和
刻
影
印
近
世
漢
籍
叢
刊
思
想
編
)
…
『
和
刻
本
』

・
『
朱
薫
集
』
(
校
点
本
。
四
川
教
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
)
　
　
　
…
『
朱
薫
集
』

・
『
朱
子
全
書
　
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』

(
校
点
本
。
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
)
　
…
『
全
書
朱
薫
集
』

・
『
全
宋
文
　
朱
薫
集
』
(
『
全
采
文
』
第
二
四
三
-
二
五
三
冊
。
校
点
本
。

上
海
辞
書
出
版
社
、
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
)
…
『
全
宋
文
朱
薫
集
』

・
『
晦
庵
先
生
文
集
』
(
四
部
叢
刊
三
編
)
　
　
　
　
　
　
　
　
…
『
采
本
来
集
』

・
朱
薫
生
前
に
刊
さ
れ
た
と
さ
れ
る
文
集
。
巻
九
に
題
政
十
五
点
を
含
む
。
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・
『
朱
子
語
類
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

・
『
宋
史
』
(
校
点
本
、
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
)

・
『
宋
元
学
案
』
(
校
点
本
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

・
『
宋
元
学
案
補
遺
』
(
世
界
書
局
、
一
九
六
六
年
)

・
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
(
世
界
書
局
、
一
九
六
一
年
)

…
『
語
類
』

…
『
宋
史
』

…
『
学
案
』

…
『
(
学
案
)
補
遺
』

…
『
長
編
』

・
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
(
校
点
本
。
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
)

…
『
繋
年
要
録
』

※
文
集
の
注
釈
参
考
書

・
『
朱
子
大
全
窮
疑
輯
補
』

(
一
六
一
〇
年
季
竣
序
影
印
。
韓
国
学
資
料
院
、
一
九
八
五
年
)

*
　
李
朝
朝
鮮
時
代
の
　
『
朱
集
』
に
対
す
る
注
釈
『
朱
子
大
全
節
疑
』
以
下
の

一
連
の
注
釈
を
集
め
た
も
の
。
一
七
世
紀
以
降
の
も
の
な
の
で
、
資
料
の
検

討
範
囲
は
現
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
些
細
な
箇
所
で
未
詳
の
事
に
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
て
た
い
へ
ん
有
用
。
そ
の
価
値
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
三
浦

國
雄
　
「
朱
子
大
全
節
疑
を
め
ぐ
っ
て
-
朝
鮮
朱
子
学
の
一
側
面
」
　
(
『
森
三
樹

三
郎
博
士
頒
寿
記
念
東
洋
学
論
集
』
朋
友
書
店
、
一
九
七
九
年
)
、
参
照
。
以

下
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

※
近
年
刊
行
の
参
考
書

・
高
令
印
『
朱
薫
事
迩
考
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
)…

高
氏
『
事
迩
考
』

・
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)

…
陳
氏
『
書
信
考
証
』

・
束
景
南
『
朱
裏
年
譜
長
編
』
　
(
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
)

…
束
氏
『
年
譜
長
編
』

・
束
景
南
『
朱
薫
侠
文
輯
考
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)

…
束
氏
『
侠
文
輯
考
』

・
束
景
南
『
朱
子
大
伝
』
(
福
建
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
)

・
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
(
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
二
年
)

…
束
氏
『
大
伝
』

…
陳
氏
『
門
人
』

・
『
朱
子
書
節
要
記
疑
』
李
混

・
『
朱
子
大
全
節
疑
』
采
時
烈

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
目
』
金
昌
協

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
目
標
補
』
金
邁
淳

・
『
朱
子
大
全
節
疑
問
日
管
補
』
金
邁
淳
従
兄

・
『
朱
子
大
全
節
疑
節
補
』
任
鹿
門

…
『
朱
子
記
疑
』

…
『
朱
子
節
疑
』

…
『
朱
子
問
目
』

…
『
朱
子
標
補
』

…
『
朱
子
管
補
』

…
『
朱
子
節
補
』

・
陳
栄
捷
『
朱
子
新
探
索
』
(
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
八
年
)

…
陳
氏
『
新
探
索
』

・
郭
斉
『
朱
薫
詩
詞
編
年
箋
注
』
(
巴
局
番
社
、
二
〇
〇
〇
年
)…

郭
氏
『
詩
詞
箋
注
』

・
宋
元
文
学
研
究
全
編
『
朱
子
絶
句
全
訳
注
』
第
一
～
三
冊

(
汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
～
。
刊
行
継
続
中
「
‥
『
絶
句
訳
注
』
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『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
十
一
「
故
」
-
続
き
-

し

よ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ち

ょ

う

7
　
　
方
伯
謀
(
士
揺
)
が
家
蔵
す
る
胡
(
安
国
)
　
文
定
公
の
帖
に
政

す
る

に
思
え
ば
、
こ
の
風
気
が
ふ
た
た
び
出
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

.
ェ

邸
報
十
五
巻
お
よ
び
五
月
分
の
も
の
、
一
緒
に
お
返
し
し
ま
す
。
鞄
し

き
の
こ

菌
の
い
た
だ
き
も
の
受
け
取
り
ま
し
た
。
貴
重
な
も
の
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
国
再
拝
い
た
し
ま
す
。

(
書
簡
I
)息

子
ら
や
甥
た
ち
が
、
最
近
、
官
舎
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
ん寅

は
　
〔
進
士
合
格
〕
　
同
年
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
互
い
に
励
ま
し
合
う
つ
きこ

・
つ

あ
い
　
(
切
磋
琢
磨
-
『
詩
経
』
衛
風
・
洪
奥
)
を
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
宏

に
は
ど
う
ぞ
お
口
か
ら
お
教
え
お
導
き
く
だ
さ
い
　
(
提
耳
-
『
詩
経
』
大
雅

・
抑
)
。
お
い
の
花
〔
如
圭
】
に
は
ど
う
ぞ
聞
き
及
ん
で
い
な
い
事
柄
に
進

ま
せ
は
げ
ま
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
重
々
し
い
言
葉
で
事
細
か
に
評
し

て
は
め
た
て
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
望
む
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

む
か
し
　
〔
薛
(
酢
)
〕
定
夫
先
生
に
お
っ
か
え
し
た
と
き
、
言
葉
や
振
る

舞
い
を
お
お
め
に
み
る
こ
と
は
な
さ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
年
、
〔
王
(
庭

せ

ん

　

　

　

ぽ

う

珪
)
〕
民
瞼
二
曽
(
概
)
〕
叔
夏
氏
ら
と
お
つ
き
あ
い
し
ま
し
た
が
、
も
し

わ
た
し

過
ち
が
安
国
に
あ
れ
ば
、
お
二
方
は
か
な
ら
ず
面
と
向
か
っ
て
責
め
、
そ

の
過
ち
を
二
度
と
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
　
(
不
武
過
-
『
論
語
』
薙
也
篇
)
。

わ
た
し

お
二
方
に
あ
れ
ば
、
安
国
も
顔
色
厳
し
く
い
さ
め
る
こ
と
、
た
だ
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
十
年
こ
の
か
た
、
風
俗
習
慣
が
く
ず
れ
廃
れ
、

こ
う
し
た
風
気
が
日
々
衰
え
て
い
っ
て
お
り
ま
す
。
〔
呂
(
祉
)
】
安
老
殿

は
器
量
識
見
が
人
よ
り
優
れ
、
現
今
、
人
々
が
仰
ぐ
人
物
で
あ
り
、
よ
き

お
手
本
と
し
て
、
む
か
し
の
哲
人
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ご
自
身
こ
こ
ろ

(
書
簡
Ⅱ
)去

年
の
夏
に
お
借
り
し
た
官
報
の
中
に
、
呂
(
好
間
)
舜
徒
の
章
奏
を

弾
劾
し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し
こ
れ
を
見
て
お
ら
れ
れ
ば
、

加
え
て
お
借
り
し
た
い
と
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
五
月
以
来
の
新
し
い

官
報
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
お
借
り
で
き
る
の
は
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
す
。

呂
殿
の
ご
子
息
方
は
、
衡
陽
か
ら
江
西
を
通
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

い
ま
ど
こ
に
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
消
息
が
お
わ
か
り
で
し
た

ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。
郷
里
か
ら
は
最
近
の
消
息
は
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

上
奏
し
た
前
の
章
奏
文
は
重
要
な
こ
と
を
は
ず
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
他

の
方
に
は
お
見
せ
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
つ
つ
し
ん
で
申
し
上
げ
ま

す
。安

国
か
さ
ね
て
奉
り
ま
す
。
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朋
友
の
交
わ
り
は
、
善
を
行
う
の
を
求
め
る
　
(
『
孟
子
』
離
婁
下
篇
)
　
の
は
自

身
の
誠
を
つ
く
す
た
め
で
あ
り
、
善
を
取
る
の
は
自
身
の
徳
を
益
す
た
め
で
あ

る
。
お
互
い
与
え
合
う
【
こ
と
を
自
己
目
的
化
す
る
〕
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
各
人
が
な
す
べ
き
こ
と
を
充
分
に
し
て
、
い
い
加
減
に
す
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
友
人
同
士
が
励
ま
し
あ
う
こ
と
　
(
麗
沢
-
『
易
』
免
卦
・
象
伝
)
　
の
有
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益
な
こ
と
、
や
め
ら
れ
な
い
も
の
が
お
の
ず
か
ら
あ
る
。

じ
い
さ
ま

修
行
中
の
方
士
稲
君
は
、
所
蔵
の
、
外
大
父
(
母
方
の
祖
父
)
の
尚
書
呂
(
祉
)

公
に
胡
文
定
公
が
与
え
た
直
筆
の
書
簡
の
帖
を
出
し
て
み
せ
て
く
れ
た
。
こ
れ

を
読
む
と
、
身
が
引
き
し
ま
る
か
の
よ
う
に
つ
つ
し
み
の
心
を
人
に
起
こ
さ
せ
、

厳
し
い
先
生
や
敬
服
す
る
友
人
が
、
こ
の
ま
わ
り
目
前
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
あ
あ
、
こ
の
数
人
の
君
子
が
た
は
、
朋
友
の
道
を
尽
く
し
て
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
当
時
の
中
で
し
っ
か
り

踏
ん
張
り
立
ち
、
後
世
に
残
さ
れ
た
風
気
と
し
て
世
に
伝
え
る
べ
き
も
の
が
高

く
存
し
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
何
度
も
読
ん
で
感
嘆
し
、

そ
こ
で
敬
し
ん
で
そ
の
後
ろ
に
書
き
つ
け
て
、
わ
た
し
の
仰
ぎ
尊
ぶ
気
持
を
伝

え
る
の
で
あ
る
。

乾
道
壬
辰
(
八
年
)
十
二
月
二
十
四
日
(
西
暦
一
一
七
三
年
一
月
十
一
日
)
、
新

安
の
朱
薫
が
書
き
つ
け
る
。

駿
方
伯
謀
〔
①
】
家
蔵
胡
文
定
公
帖
〔
②
〕

児
曹
外
甥
輩
、
比
過
治
宇
〔
③
〕
。
在
寅
為
同
年
〔
④
】
、
宜
尽
切
磋
之
義
。

在
宏
〔
⑤
)
宜
提
耳
誼
導
之
。
在
花
甥
〔
⑥
〕
宜
勉
進
其
所
未
聞
者
。
而
一

一
以
重
言
題
晶
褒
倍
之
、
豊
所
望
也
。

昔
事
定
夫
先
生
〔
⑦
〕
、
未
嘗
以
言
色
相
仮
。
後
与
民
瞭
・
叔
夏
遊
〔
⑧
〕
、

筍
有
過
在
安
国
、
則
二
公
必
面
折
之
、
不
令
式
其
過
。
在
二
公
、
即
安
国

亦
正
色
規
之
、
不
但
巳
也
。
数
十
年
来
、
俗
習
頒
廃
、
此
風
日
以
替
臭
。

安
老
〔
⑨
〕
器
識
過
人
、
当
今
之
望
、
津
途
軌
則
〔
⑳
〕
、
当
以
往
哲
自
期
、

庶
幾
此
風
之
復
見
也
。

邸
報
〔
⑧
〕
十
五
巻
井
五
月
分
〔
⑫
〕
者
、
井
以
帰
納
。
乾
菌
承
呪
示
。

珍
感
珍
感
。
安
国
再
拝
。

去
夏
所
借
報
中
、
有
言
呂
舜
徒
章
〔
⑬
〕
者
。
或
見
之
、
望
更
倍
示
。

自
五
月
以
来
新
報
、
能
一
一
倍
及
、
幸
幸
。
呂
公
諸
子
、
関
白
衡
陽
過
江

西
〔
⑭
〕
。
不
知
今
何
在
。
戎
知
信
喩
及
。
郷
里
得
近
信
否
。
所
奏
前
章
、

及
第
二
義
、
不
以
示
他
人
。
恐
知
。
安
国
又
上
。

朋
友
之
交
、
安
善
所
以
尽
吾
誠
、
取
善
所
以
益
吾
徳
。
非
以
相
為
賜
也
。
然

各
尽
其
道
、
而
無
所
筍
焉
、
則
麗
澤
之
益
、
自
有
不
能
巳
者
。

方
生
士
揺
出
示
所
蔵
胡
文
定
公
与
其
外
大
父
尚
書
呂
公
手
帖
。
読
之
使
人
凛

然
起
敬
、
若
厳
師
畏
友
之
在
其
左
右
前
後
也
。
鳴
呼
、
是
数
君
子
者
、
其
可
謂

尽
朋
友
之
道
而
無
所
筍
兵
。
其
卓
然
有
以
自
立
於
当
年
、
而
遺
風
余
烈
、
可
伝

於
世
者
、
堂
徒
然
哉
。
三
復
歎
息
、
因
敬
書
其
後
、
以
致
区
区
尊
仰
之
意
云
。

乾
道
壬
辰
十
二
月
二
十
四
日
、
新
安
来
真
書
。

134

児
曹
・
外
甥
の
輩
、
比
ご
ろ
治
字
に
過
ぎ
る
。
寅
に
在
り
て
は
同
年
為
れ

ば
、
宜
し
く
切
磋
の
義
を
尽
く
す
べ
し
。
宏
に
在
り
て
は
宜
し
く
提
耳
し
之

を
詰
導
す
べ
し
。
蒋
甥
に
在
り
て
は
宜
し
く
其
の
未
だ
聞
か
ざ
る
所
の
者
を

勉
進
す
べ
し
。
而
る
に
一
二
言
を
重
ぬ
る
を
以
て
題
晶
し
之
を
褒
倍
す
る
は
、

堂
に
望
む
所
な
ら
ん
や
。

方
伯
韻
家
蔵
の
胡
文
定
公
の
帖
に
放
す

こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
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む
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る

昔
し
定
夫
先
生
に
事
ふ
る
に
、
未
だ
嘗
て
言
色
を
以
て
相
い
仮
さ
ず
。
後

あ
や
ま

ち
民
桧
・
叔
夏
と
遊
び
、
筍
く
も
過

ふ
た
た

必
ず
之
を
面
折
し
、
其
の
過
ち
を
式

た
だ

ち
安
国
に
在
る
有
れ
ば
、
則
ち
二
公

び
せ
し
め
ず
。
二
公
に
在
れ
ば
、
即

た

ち
安
国
も
亦
た
色
を
正
し
て
之
を
規
す
こ
と
、
但
だ
な
る
の
み
な
ら
ざ
る
な

お
と
ろ

り
。
数
十
年
来
、
俗
習
頸
廃
し
、
比
の
風
日
に
以
て
啓
　
へ
り
。
安
老
器

し
ん
と

識
人
に
過
ぎ
、
当
今
の
望
に
し
て
、
津
途
軌
則
、
当
に
往
哲
を
以
て
自
ら
期

あ

ら

は

　

　

ち

か

す
べ
く
ん
ば
、
比
の
風
の
復
た
見
る
る
に
庶
幾
か
ら
ん
。

き
や
う
じ

邸
報
十
五
巻
井
せ
て
五
月
分
の
者
、
井
せ
て
以
て
帰
納
す
。
乾
菌
　
呪
示

を
承
く
。
珍
感
珍
感
。
安
国
再
拝
す
。

友
の
道
を
尽
く
し
て
筍
に
す
る
所
無
し
と
謂
ふ
可
し
。
其
の
卓
然
と
し
て
以
て
当

年
に
自
立
し
て
、
遺
風
余
烈
、
世
に
伝
ふ
可
き
者
有
る
は
、
豊
に
徒
然
な
ら
ん
や
。

三
復
歎
息
し
、
因
り
て
敬
し
ん
で
其
の
後
に
書
し
て
、
以
て
区
区
の
尊
仰
の
意
を

致
す
と
云
ふ
。

乾
道
壬
辰
十
二
月
二
十
四
日
、
新
安
の
朱
真
書
す
。

去
夏
倍
る
る
所
の
報
中
に
、
呂
舜
徒
の
章
を
言
ふ
者
有
り
。
戎
ひ
は
之
を

見
れ
ば
、
更
に
倍
示
せ
ん
こ
と
を
望
む
。
五
月
自
り
以
来
の
新
報
、
能
く
一

一
倍
及
す
る
は
、
幸
ひ
な
り
幸
ひ
な
り
。
呂
公
の
諸
子
、
衡
陽
自
り
江
西
を

さ
と

過
ぐ
と
聞
く
。
知
ら
ず
今
ま
何
く
に
在
る
や
を
。
或
ひ
は
信
を
知
れ
ば
喩
し

及
べ
。
郷
里
近
信
を
得
る
や
否
や
。
奏
す
る
所
の
前
の
章
、
第
二
義
に
及
ぶ
。

か
し
こ
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

以
て
他
人
に
示
さ
ざ
れ
。
恐
み
知
す
。
安
国
又
た
　
上
　
る
。

朋
友
の
交
は
り
、
善
を
責
む
る
は
吾
が
誠
を
尽
く
す
所
以
に
し
て
、
善
を
取
る

は
吾
が
徳
を
益
す
所
以
な
り
。
以
て
相
い
為
め
に
賜
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど

か
り
そ
め

も
各
お
の
其
の
道
を
尽
く
し
て
、
　
筍
　
に
す
る
所
無
く
ん
ば
、
則
ち
麗
澤
の
益
、

自
ら
巳
む
能
は
ざ
る
者
有
り
。

し

え

う

方
生
士
品
∵
蔵
す
る
所
の
胡
文
定
公
共
の
外
大
父
の
尚
書
呂
公
に
与
ふ
る
の
手

帖
を
出
示
す
。
之
を
読
め
ば
人
を
し
て
凛
然
と
し
て
起
敬
せ
し
め
、
厳
師
畏
友
の

其
の
左
右
前
後
に
在
る
が
若
き
な
り
。
鳴
呼
、
是
の
数
君
子
な
る
者
は
、
其
れ
朋

【注】

し
よ
え
ノ

①
方
伯
漢
　
方
士
締
(
二
四
八
-
二
九
九
)
、
興
化
軍
青
田
県
(
福
建
省
)
　
の

人
の
こ
と
。
伯
譲
は
字
。
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
六
九
　
「
槍
洲
諸
儒

学
案
」
。
墓
誌
銘
を
陸
辞
が
書
い
て
い
る
(
「
方
伯
講
墓
誌
銘
」
、
、
『
洞
南
文
集
』

巻
三
六
)
。
方
氏
は
荷
田
の
当
時
の
有
力
一
族
。
須
江
隆
「
福
建
蒲
田
の

方
氏
と
祥
応
廟
」
　
(
『
采
代
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
末
代
史
研
究
会
研
究
報
告
集

第
六
集
』
汲
古
書
院
、
l
九
九
八
年
)
は
、
荷
田
で
三
系
列
見
出
せ
る
こ
の

方
氏
一
族
、
特
に
、
こ
の
方
士
蹄
も
属
す
る
自
杜
村
系
の
世
系
を
新
た
に

系
譜
図
化
し
て
分
析
し
て
い
る
。
朱
薫
の
政
文
本
文
に
　
「
外
大
父
」
と
あ

る
よ
う
に
、
政
文
評
価
対
象
の
書
簡
の
宛
人
で
あ
る
後
注
⑨
呂
祉
・
安
老

は
、
士
餅
の
母
方
の
祖
父
で
あ
る
。
士
餅
は
十
二
歳
で
父
を
な
く
し
、
母

方
の
呂
氏
一
族
が
い
る
福
建
北
部
の
郡
武
軍
で
育
ち
、
道
学
を
志
向
す
る

朱
薫
の
評
判
を
聞
い
て
朱
薫
が
棲
む
崇
安
県
五
夫
里
に
居
を
移
し
て
学
ん

だ
。
朱
薫
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
科
挙
の
学
を
や
め
、
終
生
、
道
学
の

伝
道
を
志
し
、
朱
薫
の
周
辺
で
過
ご
し
た
人
で
あ
る
。

②
胡
文
定
公
帖
　
「
胡
文
定
」
は
、
胡
安
国
(
一
〇
七
四
-
一
二
二
八
)
の
こ
と
。

本
訳
注
第
3
条
(
本
「
訳
注
稿
(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
二
集
、
二
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〇
〇
六
年
)
に
既
出
。
第
3
条
注
①
、
参
照
。

「
帖
」
　
は
、
こ
の
胡
安
国
か
ら
、
後
注
⑨
で
説
明
す
る
呂
祉
に
宛
て
た

書
簡
を
保
存
し
た
も
の
。
近
着
の
『
全
末
文
』
第
一
四
六
冊
に
「
胡
安
国
」

の
項
が
立
て
ら
れ
て
は
い
る
が
、
本
条
の
二
つ
の
書
簡
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。

③
比
過
治
宇
　
以
下
、
胡
安
国
書
簡
が
踏
ま
え
る
事
実
関
係
の
確
定
は
難
し
い

こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
「
治
宇
」
　
は
、
『
朱
子
節
疑
』
に
　
「
尚

書
呂
公
の
官
舎
な
り
」
と
云
う
。
本
書
簡
後
文
お
よ
び
次
書
簡
の
記
述
か

ら
す
る
と
、
呂
祉
は
、
後
注
⑪
　
「
邸
報
」
　
を
自
由
に
閲
覧
借
り
出
し
が
で

き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
役
所
に
付
随
す
る
官
舎
と
す
る
の
も
穏

当
だ
が
、
そ
れ
が
ど
こ
で
あ
り
、
「
比
」
　
が
い
つ
頃
か
は
厳
密
に
は
確
定

で
き
な
い
。
可
能
性
の
幅
に
つ
い
て
は
、
後
注
で
検
討
す
る
。

④
在
寅
為
同
年
　
「
寅
」
　
は
、
胡
寅
(
一
〇
九
八
-
一
一
五
六
)
　
の
こ
と
。
胡
安

国
の
嗣
子
。
本
訳
注
稿
第
3
条
(
本
「
訳
注
稿
(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』

第
二
二
集
、
二
〇
〇
六
年
)
に
既
出
。
第
3
条
注
⑧
、
参
照
。
宣
和
三
年
(
一

一
二
二
　
の
進
士
。
「
同
年
」
　
は
、
同
じ
年
に
進
士
の
資
格
を
得
た
者
同

士
の
こ
と
。

⑤
宏
　
胡
宏
二
一
〇
五
-
二
六
一
)
　
の
こ
と
。
胡
安
国
の
末
子
。
本
訳
注
稿

第
5
条
　
(
本
「
訳
注
稿
(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
二
集
、
二
〇
〇
六

年
)
　
に
既
出
。
第
5
条
注
①
、
参
照
。

⑥
氾
甥
　
「
箔
」
　
は
、
箔
如
圭
(
一
一
〇
二
-
二
六
〇
)
、
字
は
伯
達
、
建
州

建
陽
県
(
福
建
省
)
の
人
の
こ
と
。
『
宋
史
』
巻
三
八
一
、
『
学
案
』
・
同
『
補

遺
』
巻
三
四
　
「
武
夷
学
案
」
　
等
。
神
道
碑
を
朱
薫
が
書
く
(
r
直
秘
閣
贈
朝

議
大
夫
氾
公
神
道
碑
」
、
『
朱
集
』
巻
八
九
)
。
「
甥
」
　
は
、
如
圭
の
母
胡
氏
が

胡
安
国
の
兄
弟
(
姉
妹
)
ゆ
え
。
如
圭
は
胡
安
国
に
春
秋
学
を
学
ぶ
と
い

う
(
神
道
碑
)
。
建
炎
二
年
二
一
二
八
)
　
の
進
士
。

胡
寅
に
つ
い
て
「
同
年
」
と
言
及
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
書
簡
は
、

そ
の
合
格
の
年
で
あ
る
宣
和
三
年
(
二
二
一
、
安
国
四
十
四
歳
、
呂
祉
三
十

歳
)
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
把
如
圭
を
呂
祉
に
語
る
そ
の
口
ぶ

り
か
ら
は
、
苑
が
ま
だ
進
士
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
建
炎

二
年
(
一
一
二
八
、
安
国
五
十
一
歳
、
呂
祉
三
十
七
歳
)
は
南
宋
政
権
成
立
の

混
乱
の
中
で
特
殊
な
日
程
と
な
り
、
八
月
に
殿
試
、
九
月
に
発
表
が
あ
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
前
の
礼
部
試
の
前
あ
た
り
が
本
書
簡
の
下
限
と
な
る
か
。

⑦
定
夫
先
生
　
薛
酢
　
(
一
〇
五
三
-
一
二
三
)
、
字
は
定
夫
、
建
州
建
陽
県
(
福

ち
ざ
ん

建
省
)
の
人
の
こ
と
。
鷹
山
先
生
と
称
せ
ら
る
。
『
采
史
』
巻
四
二
八
、
『
学

案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
二
六
　
「
虎
山
学
案
」
等
。
元
豊
五
年
(
一
〇
八
二
)

の
進
士
。
謝
良
佐
、
楊
時
、
呂
大
臨
ら
と
と
も
に
二
程
の
高
弟
と
み
な
さ

れ
た
。
楊
時
が
墓
誌
銘
を
書
く
(
「
御
史
薛
公
墓
誌
銘
」
、
『
亀
山
集
』
巻
三
三
)
。

薛
酢
の
程
学
受
容
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
朱
薫
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』

第
一
篇
第
一
章
第
一
節
　
「
程
門
初
伝
と
二
程
語
録
資
料
」
、
創
文
社
、
二

〇
〇
二
年
、
参
照
。

胡
安
国
が
こ
の
薛
酢
に
「
事
え
」
た
時
期
は
、
元
祐
八
年
二
〇
九
三
)
、

紹
聖
元
年
(
一
〇
九
四
)
　
頃
か
。
胡
安
国
は
元
祐
五
年
(
一
〇
九
〇
)
　
に
都

開
封
の
太
学
に
入
っ
て
学
び
始
め
、
紹
聖
四
年
(
一
〇
九
七
)
　
に
進
士
合

格
と
な
っ
た
　
(
当
時
は
三
舎
の
制
)
。
薛
酢
は
元
祐
八
年
に
箔
純
仁
の
推
挙

で
太
学
博
士
と
な
っ
た
が
、
花
純
仁
の
失
脚
と
と
も
に
紹
聖
二
年
に
茶
事

斉
州
判
官
と
し
て
外
へ
出
た
。
薛
酢
と
胡
安
国
と
は
郷
里
が
同
じ
建
州
な

の
で
、
そ
の
後
も
会
面
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
は
で
き
な
い
が
、
「
事
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え
」
　
た
と
呂
祉
に
語
る
そ
の
表
現
は
、
薛
酢
が
太
学
博
士
で
あ
り
胡
安
国

が
太
学
生
で
あ
っ
た
右
の
時
期
が
ふ
さ
わ
し
い
。
た
だ
し
、
安
国
の
息
子

の
胡
宏
に
は
、
薛
酢
は
禅
に
傾
き
、
程
子
の
　
「
敬
」
　
を
な
い
が
し
ろ
に
し

た
　
「
程
門
の
罪
人
」
　
だ
、
と
論
評
し
た
言
葉
が
そ
の
最
晩
年
の
も
の
と
し

て
残
る
　
(
『
朱
子
語
類
』
巻
一
〇
一
第
〓
ハ
九
条
)
。

⑧
民
瞭
・
叔
夏
　
「
民
瞭
」
　
は
、
王
庭
珪
　
二
〇
八
〇
-
一
一
七
二
)
、
字
は
民

暗
、
吉
州
安
福
県
(
江
西
省
)
　
の
人
の
こ
と
。
『
学
案
補
遺
』
巻
一
九
　
「
花

呂
諸
儒
学
案
補
遺
」
。
「
行
状
」
を
周
必
大
が
書
く
(
『
文
忠
集
』
巻
二
九
「
佐

マ
マ

承
奉
郎
直
敷
文
閤
主
管
台
州
崇
道
観
王
公
廷
珪
行
状
」
)
。
政
和
八
年
(
二
一

八
)
　
の
進
士
。
南
宋
初
、
秦
槍
を
誹
諾
し
て
夜
郎
に
流
さ
れ
た
が
、
生
き

の
び
て
長
寿
を
全
う
し
た
。
『
易
』
学
に
深
く
、
朱
震
、
胡
安
国
、
向
子

謹
ら
が
、
後
世
に
必
ず
伝
わ
る
と
し
て
そ
の
解
釈
に
感
嘆
し
た
、
と
行
状

は
云
う
。

「
叔
夏
」
　
は
、
自
慰
(
ま
た
林
。
-
一
一
四
四
)
、
字
は
叔
夏
、
韓
州
　
(
江

西
省
)
の
人
の
こ
と
か
。
没
年
は
『
繋
年
要
録
』
巻
一
五
一
に
よ
る
(
「
概
」
)
。

元
符
三
年
二
一
〇
〇
)
　
の
進
士
。
官
は
吏
部
尚
書
に
至
る
。
曽
開
(
『
宋

史
』
巻
三
八
二
)
、
曽
幾
(
一
〇
八
四
-
一
一
六
六
)
　
の
兄
。
靖
康
の
変
の
と

き
は
、
張
邦
昌
の
擁
立
を
拒
み
高
宗
を
立
て
る
こ
と
を
推
進
し
た
と
云
う

(
「
懸
」
。
『
万
姓
統
語
』
巻
五
七
)
。

⑨
安
老
　
呂
祉
(
一
〇
九
二
-
一
二
二
七
)
、
建
州
建
陽
県
(
福
建
省
)
の
人
の
字
。

『
宋
史
』
巻
三
七
〇
、
『
学
案
補
遺
』
巻
四
四
　
「
趨
張
諸
儒
学
案
補
遺
」

等
。
宣
和
三
年
二
一
二
こ
　
の
進
士
。
官
は
兵
部
尚
書
に
至
る
。
靖
康

の
変
以
前
の
官
歴
は
不
詳
。
本
伝
は
、
建
炎
二
年
　
(
二
二
八
)
　
に
右
正

言
に
な
っ
た
と
す
る
が
、
『
繋
年
要
録
』
に
よ
る
と
建
炎
三
年
六
月
に
「
宣

議
郎
　
(
宣
義
郎
=
従
八
品
-
市
来
)
監
登
聞
検
院
」
　
か
ら
　
「
特
転
」
　
し
て
右

正
言
と
な
っ
た
と
云
う
(
巻
二
四
)
。
も
と
の
官
名
か
ら
す
る
と
、
そ
の
官

も
中
央
官
の
よ
う
で
あ
り
、
政
府
が
避
難
す
る
と
と
も
に
彼
も
移
動
し
て

い
た
か
。
建
炎
年
間
、
特
に
そ
の
後
半
は
、
宋
政
府
(
行
在
)
は
、
揚
州

か
ら
建
康
、
そ
し
て
新
東
地
方
を
転
々
と
し
た
。
た
だ
し
胡
安
国
書
簡
の

下
限
と
し
て
注
⑥
で
ふ
れ
た
時
期
の
、
建
炎
元
年
の
冬
以
降
、
翌
二
年
ま

で
は
行
在
は
揚
州
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
時
期
、
呂
祉
も
こ
こ
に
い
た

か
。
な
お
、
『
全
采
文
』
第
一
八
四
冊
に
　
「
呂
祉
」
　
の
項
が
立
て
ら
れ
て

い
る
が
、
胡
安
国
と
の
交
遊
を
直
接
う
か
が
わ
せ
る
文
章
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
。

そ
の
後
、
呂
祉
は
、
紹
興
年
間
前
半
に
南
采
側
で
采
金
戦
争
を
指
導
し

て
い
た
高
官
で
あ
る
張
汝
　
(
本
「
訳
注
稿
　
(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第

二
二
集
、
二
〇
〇
六
年
、
第
6
粂
注
①
)
　
が
、
宋
側
軍
閥
五
系
列
の
一
つ
劉

れ
き
け
い

光
世
軍
の
兵
権
を
回
収
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
劉
光
世
の
腹
心
の
那
壇

に
金
の
侃
偏
国
　
「
大
斉
」
　
へ
寝
返
り
さ
れ
た
紹
興
七
年
(
一
一
三
七
)
　
の

准
西
の
兵
変
で
、
邸
項
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
劉
光
世
を
解
任
し
た
張
汝

が
劉
軍
の
監
督
の
た
め
に
送
り
込
ん
だ
呂
祉
が
、
軍
を
把
握
で
き
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
采
に
と
っ
て
こ
の
兵
変
は
、
当
時
の
最
前
線
の
精
鋭
軍

を
一
瞬
に
し
て
失
い
、
主
戦
強
硬
路
線
の
破
綻
を
意
味
す
る
大
事
件
で
あ

っ
た
。
寺
地
遵
『
南
宋
初
期
政
治
史
研
究
』
第
一
部
第
四
章
「
超
鼎
集
団

の
形
成
と
張
汝
路
線
の
破
産
」
、
渓
水
社
、
一
九
八
八
年
、
参
照
。
呂
祉

は
　
「
簡
倍
」
　
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
人
で
　
(
『
繋
年
要
録
』
巻
一
二
二
、
等
)
、

こ
の
破
綻
を
招
い
た
張
本
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
朱
薫
は
、
自
ら
の

地
縁
・
学
縁
人
脈
の
人
の
た
め
か
、
こ
の
事
件
に
対
し
て
後
年
も
呂
祉
を
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と
が
め
る
こ
と
は
せ
ず
、
「
呂
安
老
は
、
才
気
が
格
別
す
ぐ
れ
た
人
だ
っ

た
。
そ
の
議
論
を
み
て
も
、
き
わ
め
て
緻
密
で
正
確
だ
。
如
呂
安
老
才
気

債
自
過
人
。
観
其
議
論
、
亦
甚
精
確
」
　
と
、
む
し
ろ
彼
を
誉
め
て
い
る
　
(
『
朱

子
語
類
』
巻
二
二
一
第
一
三
条
。
東
北
大
学
朱
子
語
類
研
究
会
「
『
朱
子
語
類
』
本

朝
人
物
篇
訳
注
(
二
十
)
」
、
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
二
号
、
一
九
八
九
年
、
参
照
)
。

⑳
望
津
途
軌
則
　
『
朱
子
節
疑
』
は
、
「
望
津
」
　
「
途
軌
」
　
と
い
う
字
結
合
が

強
い
と
み
て
、
こ
こ
の
句
読
を
、
『
和
刻
本
』
と
同
じ
く
、
「
安
老
器
識

過
人
、
当
今
之
望
津
途
軌
、
則
…
」
と
切
る
。
『
来
貢
集
』
、
『
朱
子
節
補
』
、

『
朱
子
標
補
』
等
は
、
「
当
今
之
望
」
と
い
う
結
合
が
強
く
、
ま
た
「
則
」

は
下
の
句
の
内
容
を
引
き
出
す
助
字
で
は
な
く
、
「
軌
則
」
　
の
　
「
則
」
　
だ

と
し
て
、
「
安
老
器
識
過
人
、
当
今
之
望
、
津
途
軌
則
○
…
」
　
と
、
本

訳
注
案
の
よ
う
に
切
る
。
「
望
津
」
　
も
　
「
途
軌
」
　
も
詩
語
と
し
て
の
用
例

は
あ
る
が
、
後
者
の
　
「
津
途
」
　
も
　
「
軌
則
」
　
も
用
例
が
あ
り
、
ま
た
字
並

び
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
す
る
と
　
「
当
今
之
望
津
途
軌
」
　
で
は
間
延
び
す
る
印

象
が
あ
る
の
で
、
こ
う
み
た
。

⑪
邸
報
　
官
報
。
顧
炎
武
『
目
知
録
』
巻
二
八
　
「
邸
報
」
　
に
、
こ
の
言
い
方
は

北
采
か
ら
現
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
唐
か
ら
存
す
る
と
の
考
証
が
み
え
る
。

⑫
五
月
分
　
発
信
人
と
受
信
人
と
が
と
も
に
同
じ
人
の
書
簡
で
、
所
蔵
者
が
同

一
人
か
つ
外
孫
と
い
う
近
親
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
両
書
簡
は
セ
ッ

ト
の
も
の
と
し
て
連
動
し
、
「
書
簡
Ⅲ
」
で
言
う
「
去
夏
所
倍
報
」
が
　
「
書

簡
I
」
　
で
言
う
　
「
帰
納
」
　
し
た
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
語

り
の
文
脈
は
異
な
る
が
、
「
書
簡
I
」
　
で
も
　
「
書
簡
Ⅱ
」
　
で
も
　
「
五
月
」

と
い
う
月
が
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
両
書
簡
を
連
動
の
も
の
と
み
て
、

注
⑥
で
述
べ
た
範
囲
の
頃
で
特
別
な
　
「
五
月
」
　
が
あ
る
か
と
考
え
る
と
、

靖
靖
の
変
(
二
二
七
年
)
　
の
あ
と
の
混
乱
の
中
で
南
采
の
高
宗
が
即
位

し
改
元
し
た
、
建
炎
元
年
(
一
一
二
七
)
五
月
が
こ
れ
に
あ
た
る
か
。
「
五

月
」
　
が
こ
れ
を
指
す
と
す
る
と
、
邸
報
を
借
り
た
の
が
　
「
去
夏
」
　
と
い
う

語
か
ら
、
建
炎
元
年
夏
に
な
る
の
で
、
「
書
簡
I
」
　
の
時
期
は
注
⑥
よ
り

も
か
な
り
絞
ら
れ
、
建
炎
元
年
の
秋
以
降
、
二
年
の
秋
以
前
、
「
書
簡
Ⅱ
」

は
翌
年
の
建
炎
二
年
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
胡
安
国
は
、
靖
康
年
間
の

宋
金
戦
争
開
始
頃
は
赴
任
先
の
荊
州
(
湖
北
)
で
足
止
め
さ
れ
、
そ
の
後
、

福
建
帰
郷
は
無
理
と
判
断
し
、
建
炎
か
ら
紹
興
初
年
ま
で
は
、
時
に
政
府

に
出
つ
つ
も
、
他
方
で
、
居
を
移
し
て
衡
山
北
麓
に
落
ち
着
い
た
。
一
方
、

呂
祉
は
、
注
⑨
か
ら
す
る
と
右
正
言
に
な
る
前
の
官
に
あ
り
、
行
在
が
あ

っ
た
揚
州
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。

⑬
呂
舜
徒
章
　
「
呂
舜
徒
」
　
は
、
呂
好
問
(
一
〇
六
四
-
一
一
三
一
)
、
字
は
舜

徒
、
寿
州
　
(
安
徽
省
)
　
の
人
の
こ
と
。
北
采
の
呂
夷
簡
以
来
の
宋
代
を
代

表
す
る
名
族
呂
氏
の
一
員
。
父
の
季
哲
は
程
醇
と
親
し
か
っ
た
。
『
宋
史
』

巻
三
六
二
、
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
二
三
　
「
炎
陽
学
案
」
　
等
。
孫
の

呂
祖
謙
が
伝
記
を
書
く
(
「
東
莱
公
家
伝
」
、
『
東
莱
集
』
巻
一
四
)
。

蔭
で
官
に
つ
き
、
北
宋
末
の
対
金
状
勢
の
仲
で
政
界
の
前
面
に
出
る
。

靖
康
の
変
の
と
き
、
金
軍
が
開
封
か
ら
北
方
に
引
き
上
げ
る
の
に
際
し
、

交
渉
の
使
い
を
し
た
采
の
宰
相
の
張
邦
昌
を
侃
偏
皇
帝
に
し
て
、
金
は
「
大

楚
」
　
国
を
作
ら
せ
た
。
そ
の
と
き
開
封
で
張
邦
昌
の
推
戴
に
立
ち
会
わ
さ

れ
た
呂
好
問
は
、
金
軍
の
撤
退
と
と
も
に
伝
国
の
御
璽
を
采
に
返
還
す
る

よ
う
に
取
り
は
か
ら
つ
た
。
そ
の
功
績
の
延
長
で
、
建
炎
元
年
二
一
二

七
)
、
南
宋
政
権
が
成
立
し
た
そ
の
五
月
に
尚
書
右
丞
(
副
宰
相
)
と
さ
れ

た
。
し
か
し
主
戦
論
の
中
心
人
物
、
李
綱
の
息
が
か
か
っ
た
台
課
に
、
張
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邦
昌
の
手
伝
い
を
し
た
者
は
中
興
の
来
朝
の
政
権
担
当
者
に
な
る
べ
き
で

は
な
い
と
難
じ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
呂
好
問
は
、
大
要
、
「
呂
氏
一
族
は

采
に
恩
を
蒙
っ
て
い
る
か
ら
働
い
た
。
あ
の
時
は
恥
を
忍
ん
で
あ
あ
い
う

や
り
方
で
来
朝
を
回
復
す
る
し
か
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
中
興
は
果
た

さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
な
ら
も
う
や
め
た
い
」

と
い
う
意
味
の
嘆
き
の
上
奏
を
し
て
、
七
月
に
尚
書
右
丞
を
退
い
た
。
『
宋

史
』
本
伝
、
巻
二
四
「
本
紀
高
宗
　
二
、
巻
二
一
三
「
表
宰
輔
四
」
、

『
繋
年
要
録
』
巻
七
、
建
炎
元
年
七
月
突
卯
の
条
、
『
三
朝
北
盟
会
編
』

巻
一
〇
八
、
建
炎
元
年
六
月
二
十
五
日
の
条
等
。
『
全
末
文
』
第
一
三
五

冊
に
「
呂
好
間
」
　
の
項
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
一

〇
八
か
ら
こ
の
件
に
つ
い
て
の
上
奏
文
二
件
を
「
桝
事
偽
楚
奏
節
」
と
し

て
収
録
す
る
。

前
注
⑫
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
書
簡
I
」
及
び
「
Ⅱ
」
に
お
い
て
「
五

月
」
が
重
ね
て
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
注
⑫
の
よ
う
に
も
し
南
宋

政
権
成
立
の
月
を
指
す
と
す
る
と
、
「
章
」
は
、
あ
る
い
は
尚
書
右
丞
を

退
く
に
至
る
こ
う
し
た
や
り
と
り
の
一
部
を
指
す
か
(
『
朱
子
節
疑
』
説
)
。

た
だ
し
そ
う
考
え
る
に
し
て
も
、
右
の
『
三
朝
北
盟
会
編
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
上
奏
は
「
六
月
」
　
の
こ
と
で
あ
る
。
「
書
簡
I
」
　
に
い
う
「
邸
報
十

五
巻
井
五
月
分
者
」
　
の
　
「
五
月
分
」
　
の
下
限
は
、
文
字
面
を
す
な
お
に
読

む
限
り
で
は
「
五
月
」
末
と
思
わ
れ
、
「
I
L
　
「
Ⅲ
」
が
連
動
し
て
い
て
、

「
書
簡
Ⅱ
」
に
い
う
「
去
夏
所
倍
報
」
が
こ
の
　
「
書
簡
I
」
　
の
も
の
を
指

す
と
す
る
と
、
「
五
月
分
」
中
に
六
、
七
月
の
退
任
事
件
の
こ
と
が
入
っ

て
し
ま
い
、
疑
問
が
残
る
。
「
書
簡
I
」
　
の
　
「
五
月
分
」
と
は
「
中
興
の

宋
政
権
成
立
」
以
来
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
六
月
の
も
の
を
含
ん
で

い
た
か
、
あ
る
い
は
、
呂
好
問
追
い
落
と
し
弾
劾
の
動
き
が
す
で
に
五
月

か
ら
始
ま
っ
て
い
た
(
『
繋
年
要
録
』
も
引
く
右
記
「
排
事
偽
楚
奏
窮
三
の

初
句
は
二
わ
た
し
は
や
め
る
こ
と
を
浄
酔
い
ぼ
い
ぼ
求
め
ら
れ
て
お
り
、
…
。
臣

浄
卦
屏
求
罷
退
、
…
」
と
い
う
も
の
)
の
だ
と
す
る
と
、
つ
じ
っ
ま
は
あ
う
。

⑩
呂
公
諸
子
自
衡
陽
過
江
西
　
「
呂
公
諸
子
」
は
、
直
前
の
文
脈
か
ら
す
る
と

呂
好
問
の
子
と
も
と
れ
る
が
、
書
簡
後
述
の
内
容
も
含
め
て
の
全
体
の
文

脈
か
ら
呂
杜
の
子
を
指
す
と
み
た
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
人
が
い
る
の
か

は
不
明
。
「
自
衡
陽
過
江
西
」
も
、
建
炎
四
年
に
金
軍
が
渾
州
(
湖
南
省
長

沙
)
ま
で
入
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
や
も
知
れ
な
い
が
、
未
詳
。

【
補
説
】
　
本
条
は
、
政
文
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
二
通
の
書
簡
の
、
発
信
時

期
、
発
信
人
受
信
人
の
地
理
的
位
置
、
意
図
等
に
関
す
る
背
景
的
事
実
を

確
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
仮
説
と
し
て
、
「
苑
甥
」
が
建
炎
二
年
の
進
士

で
あ
る
こ
と
、
「
五
月
」
、
「
呂
舜
徒
章
」
な
ど
の
要
素
が
持
つ
ベ
ク
ト
ル

が
交
差
す
る
箇
所
と
し
て
、
書
簡
の
時
期
と
呂
祉
が
い
る
場
所
を
、
注
⑫

に
述
べ
た
よ
う
に
想
定
し
た
が
、
別
の
可
能
性
に
対
す
る
反
証
に
ま
で
は

及
ば
ず
、
遺
憾
な
が
ら
可
能
性
の
中
に
と
ど
ま
る
。

と
は
い
え
、
本
条
を
朱
薫
思
想
研
究
と
い
う
目
で
み
る
と
、
筆
者
が
作
業

仮
説
と
し
て
か
つ
て
唱
え
た
「
地
域
講
学
」
と
い
う
こ
と
に
絡
む
興
味
深

い
要
素
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
筆
者
は
、
現
存
す
る
朱
薫
の
膨
大
な
思
想
議
論
の
書
簡
を

読
む
に
あ
た
り
、
朱
薫
と
書
簡
宛
人
と
の
関
係
を
整
理
す
る
た
め
、
書
簡

に
よ
る
学
術
・
思
想
議
論
も
「
講
学
」
　
の
中
に
入
る
と
み
な
し
つ
つ
、
「
地

域
講
学
」
と
「
広
域
講
学
」
と
い
う
作
業
枠
組
を
設
定
す
る
こ
と
を
か
つ
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て
提
唱
し
た
。
拙
著
『
朱
薫
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
第
二
篇
第
二
章
「
乾

道
・
浮
無
の
学
-
地
域
講
学
と
広
域
講
学
-
」
。
そ
こ
で
は
、
士
大
夫
思
想

界
を
リ
ー
ド
す
る
士
人
が
中
央
か
ら
空
間
的
文
化
的
距
離
が
異
な
る
各
地

域
に
居
住
し
っ
つ
、
時
に
中
央
や
互
い
の
地
域
で
会
面
し
、
或
い
は
書
簡

を
通
じ
て
継
続
的
に
論
議
す
る
の
を
　
「
広
域
講
学
」
　
と
し
、
一
方
そ
の
士

大
夫
思
想
界
中
心
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
域
で
、
地
域
に
密
着
、
土
着

す
る
士
人
層
の
結
節
点
と
な
り
講
学
す
る
の
を
　
「
地
域
講
学
」
　
と
し
た
。

本
政
文
に
は
、
こ
の
う
ち
の
地
域
講
学
に
よ
く
み
ら
れ
る
特
質
が
強
く

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
詩
学
は
地
域
内
の
人
的
関
係
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
内
の
そ
の
関
係
と
い
う
の
は
、
地
縁
の
み
な
ら
ず

血
縁
関
係
が
絡
み
、
さ
ら
に
そ
こ
に
学
術
師
弟
関
係
す
な
わ
ち
学
縁
が
関

わ
っ
た
り
も
す
る
。
こ
の
血
縁
、
学
縁
が
絡
む
と
現
在
世
代
の
み
な
ら
ず
、

前
後
の
世
代
も
含
め
て
き
わ
め
て
複
雑
な
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
中
で
互

い
を
認
知
す
る
こ
と
に
な
る
。
眼
前
の
人
物
と
の
交
渉
は
、
単
に
い
ま
の

知
り
合
い
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
時
間
的
深
さ
、
奥
行
き
に
往
々
に
し

て
支
え
ら
れ
、
そ
の
展
開
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
条
に
つ
い
て
そ
の
要
素
を
確
認
す
る
と
、
い
ま
朱
薫
と
方
士
孫
と
の

両
人
が
、
政
文
対
象
の
胡
安
国
の
二
つ
の
書
簡
を
前
に
し
て
全
面
し
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
書
簡
に
登
場
す
る
胡
安
国
一
族
の
胡
氏
と
花
氏
、
そ
し

て
崇
安
に
お
け
る
朱
薫
の
三
先
生
の
う
ち
の
白
水
先
生
劉
勉
之
の
劉
氏
、

及
び
屏
山
先
生
劉
子
撃
の
劉
氏
は
、
朱
薫
資
料
に
う
か
が
え
る
限
り
で
も
、

互
い
に
複
雑
な
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
建
州
に
移
住
し
て
き
た
来
貢

一
家
は
、
朱
薫
以
降
、
そ
の
姻
戚
関
係
に
組
み
込
ま
れ
て
一
族
が
関
北
に

土
着
化
し
て
い
く
。
次
頁
に
、
「
崇
安
に
お
け
る
来
貢
の
姻
戚
・
学
縁
関
係

図
」
　
を
提
示
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
　
(
な
お
、
本
「
図
」
は
次
の
第
8
条
を

読
む
と
き
に
も
利
用
さ
れ
た
い
)
。
そ
の
屏
山
先
生
劉
子
撃
の
劉
氏
と
、
方
士

餅
の
お
ば
に
あ
た
る
呂
祉
の
別
の
娘
が
婚
姻
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と

は
、
朱
薫
と
方
士
蹄
と
の
間
で
は
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
両
人
は

ち
ょ
っ
と
し
た
知
り
合
い
と
い
う
よ
り
は
、
北
宋
末
以
来
の
三
世
代
の
姻

戚
、
地
縁
、
学
縁
関
係
を
背
後
に
踏
ま
え
な
が
ら
出
会
い
、
語
り
合
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
条
で
興
味
深
い
こ
と
の
一
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
地
域
講
学
の
現
場
で
は
、
思
想
、
「
学
」
間
が
、
一

般
論
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
地
域
に
生
じ
た
地
縁
、
血
縁
込
み
の
具

体
的
な
こ
の
人
的
関
係
を
媒
介
に
し
て
多
く
は
語
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
関

係
は
、
身
体
的
感
覚
の
中
か
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ

が
踏
ま
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
語
り
も
相
互
に
き
わ
め
て
具
体
的
な

も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
学
び
」
　
と
い
う
も
の
の
語
ら

れ
方
が
、
単
な
る
知
識
的
な
　
「
学
」
　
で
は
な
い
形
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

興
味
深
い
こ
と
の
二
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
朱
某
は
胡
安
国
の
書
簡
を
も
と
に
し
て
、
胡
安
国
自
身
が

捏
起
し
て
い
る
問
題
と
み
な
し
つ
つ
、
五
倫
の
う
ち
の
　
「
朋
友
」
　
を
政
文

で
問
題
と
す
る
。
書
簡
の
受
信
人
呂
祉
に
と
っ
て
胡
安
国
は
郷
土
の
先
輩

で
あ
り
、
そ
の
呂
祉
は
胡
安
国
の
息
子
、
甥
ら
に
と
っ
て
は
郷
土
の
先
輩

で
あ
る
。
そ
の
関
わ
り
の
中
で
、
胡
安
国
か
ら
み
て
呂
祉
が
自
分
の
言
葉

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
は
ず
は
な
い
。
そ
の
胡
安
国
が
提
示
す
る
士
大
夫
交

遊
　
「
朋
友
」
　
論
は
、
官
界
に
お
け
る
広
が
り
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
体
現
し
た
振
る
舞
い
を
呂
祉
が
我
が
息
子
達
に
示
し
て
く
れ
れ
ば
、

郷
土
の
先
輩
の
開
示
ゆ
え
に
、
息
子
、
甥
ら
は
そ
れ
を
き
ち
ん
と
受
け
止
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め
る
と
胡
安
国
は
期
待
す
る
。
と
と
も
に
さ
ら
に
、
そ
の
期
待
を
伝
え
る

と
き
に
、
胡
安
国
は
呂
祉
に
対
し
て
絶
対
的
上
位
に
い
る
と
い
う
態
度
を

と
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
教
育
的
に
呂
祉
に
接
し
っ
つ
　
「
朋
友
」
　
と
し

て
呂
祉
の
自
覚
成
長
を
促
そ
う
と
す
る
。
そ
の
促
し
の
姿
勢
を
五
倫
の
「
朋

友
の
信
」
　
の
体
現
と
み
て
、
朱
薫
は
成
文
で
高
く
評
価
す
る
。
そ
の
評
価

は
、
朱
薫
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
、
目
先
の
利
益
を
求
め
る
の
で
は
な
い
「
為

己
の
学
」
、
あ
る
い
は
　
「
道
学
」
　
の
一
部
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
を
政
文
に
書
き
込
む
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
こ
の
書
簡
と
政
文

を
読
む
で
あ
ろ
う
不
特
定
の
読
者
向
け
の
表
明
で
は
あ
る
が
、
直
近
に
は
、

こ
の
書
簡
を
み
せ
て
く
れ
た
方
士
録
へ
の
提
示
で
あ
る
。
方
土
鈴
は
こ
れ

を
読
む
と
き
に
、
単
な
る
理
念
で
は
な
く
、
親
し
い
身
内
　
(
呂
祉
)
が
語

る
か
の
よ
う
な
実
感
を
も
っ
て
、
こ
の
朋
友
論
を
受
け
止
め
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
胡
安
国
が
語
る
理
念
は
呂
祉
に
伝
わ
り
、
そ
の
呂
祉
は
方
士
辞
に

と
っ
て
は
尊
敬
す
べ
き
外
祖
父
で
あ
り
、
朱
薫
に
と
っ
て
も
居
住
地
の
先

人
で
あ
り
主
戦
派
の
闘
将
と
し
て
誇
る
べ
き
人
で
あ
っ
た
。
呂
祉
と
い
う

存
在
を
媒
介
に
、
胡
安
国
が
語
る
理
念
、
同
時
に
朱
薫
の
思
想
で
も
あ
る

「
朋
友
」
　
理
念
が
、
地
縁
、
血
縁
の
関
係
を
媒
介
に
し
て
身
近
な
も
の
と

し
て
若
き
方
士
蹄
に
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
朱
薫
の
政
文
は
、
も
と
の

書
簡
の
所
蔵
者
方
土
鈴
と
の
関
係
で
は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
生
み
出
す

表
現
で
あ
る
。
来
貢
の
道
学
提
唱
に
惹
か
れ
て
五
夫
に
棲
む
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
方
士
餅
も
、
朱
薫
が
そ
う
し
た
こ
と
を
あ
る
い
は
語
る
と
期
待

し
て
、
こ
の
帖
を
朱
薫
に
み
せ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

8
　
　
劉
(
坪
)
平
甫
家
蔵
の
胡
(
安
国
)
文
定
公
の
帖
に
政
す
る

(
書
簡
I
)〔

劉
(
子
羽
)
〕
彦
修
ど
の
は
き
っ
と
も
う
お
母
上
を
奉
じ
て
温
陵
(
泉
州
)

に
赴
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
地
域
は
安
楽
な
国
で
す
。
親
を
養
う

の
に
よ
い
と
こ
ろ
で
、
喜
び
安
ら
ぎ
を
一
緒
に
味
わ
え
ま
し
ょ
う
。
〔
あ

な
た
が
赴
任
さ
れ
て
い
る
〕
臨
川
(
撫
州
=
江
西
省
)
は
郷
邦
(
隣
の
福
建
北
部

の
崇
安
、
南
部
の
泉
州
)
　
に
近
接
し
て
お
り
、
音
信
も
届
き
や
す
い
で
す
。

〔
劉
(
子
箪
)
〕
彦
坤
ど
の
は
へ
り
く
だ
っ
て
自
身
を
保
っ
て
お
り
、
ま
こ

と
に
祝
わ
れ
称
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
徳
あ
る
お
家
は
善
行
を
黄
み
重
ね

る
こ
と
久
し
く
、
ご
長
兄
仲
兄
の
よ
う
に
、
外
に
出
れ
ば
そ
の
才
能
を
発

揮
さ
れ
、
業
績
を
立
て
ら
れ
、
〔
ご
舎
弟
の
よ
う
に
家
に
〕
居
れ
ば
学
び
を

進
め
修
得
し
、
徳
あ
る
器
量
を
養
成
す
る
と
い
う
の
は
、
【
個
人
の
こ
と
だ

け
で
は
な
く
〕
地
域
の
輝
き
で
す
。
郷
里
で
近
く
に
い
る
す
べ
て
の
者
も
、

わ
た
し

栄
誉
に
あ
ず
か
っ
て
お
り
ま
す
。
衰
老
は
こ
の
盛
ん
な
る
様
子
を
見
て
、

よ
ろ
こ
び
感
嘆
に
た
え
ま
せ
ん
。

も
え
ノ

安
国
か
さ
ね
て
啓
し
あ
げ
ま
す
。
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(
書
簡
Ⅱ
)

・
も
ー
q
′

安
国
再
び
啓
し
あ
げ
ま
す
。
〔
こ
ち
ら
〕
洞
庭
湖
・
湘
江
地
域
で
は
ひ

で
り
と
飢
饉
の
後
、
民
く
さ
は
苦
し
み
切
迫
し
て
お
り
ま
す
が
、
〔
対
金

戦
の
た
め
の
〕
食
糧
供
出
が
頻
繁
で
す
。
江
西
も
や
は
り
ま
こ
と
に
こ
う

で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
　
〔
あ
な
た
の
〕
教
え
と
命
令
は
も
は
や
行
き
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と
ど
き
、
背
吏
も
民
く
さ
も
信
服
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
〔
供
出
の
任

務
を
果
た
七
て
〕
遠
か
ら
ず
し
て
き
っ
と
次
の
抜
擢
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

寅
は
桐
江
に
お
り
ま
す
。
幸
い
に
や
は
り
ほ
ぼ
任
務
に
つ
く
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
帰
っ
て
親
を
養
う
気
持
が
た
い
へ
ん
強
い
で
す
。
〔
私
の

推
量
で
】
勝
手
に
考
え
て
こ
う
申
し
て
お
り
ま
す
。
お
い
の
　
〔
胡
〕
　
憲

は
最
近
、
朝
廷
の
命
令
を
賜
り
ま
し
た
。
み
な
ご
長
兄
仲
兄
が
平
生
か
ら

取
り
上
げ
て
推
薦
く
だ
さ
っ
た
こ
と
の
た
め
で
す
。
敬
服
の
気
持
は
、
言

葉
で
た
と
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

安
国
再
び
啓
し
あ
げ
ま
す
。

(
書
簡
Ⅲ
)お

い
の
〔
箔
(
如
圭
)
〕
伯
達
は
い
ま
は
す
っ
か
り
成
長
し
た
で
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
も
貢
元
の
お
じ
に
随
っ
て
礼
義
を
習
い
わ
か
る
よ
う
に
さ
せ
な
さ

い
。
も
し
ま
っ
た
く
書
物
を
読
ま
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
よ
く
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
(
原
注
)
　
族
兄
に
与
え
る
書
簡
で
あ
り
、
そ
の
大

略
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

(
胡
憲
)
　
は
官
位
資
格
を
持
た
な
い
ま
ま
に
抜
擢
を
受
け
て
、
郷
郡
の
州
学
で

教
え
て
い
た
。
書
簡
の
言
葉
は
、
な
ん
と
こ
れ
ら
に
す
べ
て
及
ん
で
い
る
。
後

ろ
の
一
枚
の
手
紙
は
、
胡
公
が
そ
の
族
兄
に
与
え
た
書
簡
で
あ
り
、
実
際
に
公

が
手
ず
か
ら
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
甫
ど
の
が
こ
れ
を
購
入
し
た
。
言
わ
れ

て
い
る
箔
甥
と
は
、
つ
ま
り
平
甫
ど
の
の
外
舅
の
太
史
公
　
(
箔
如
圭
)
　
の
こ
と

で
あ
る
。

胡
公
は
き
っ
か
り
し
て
方
正
謹
厳
で
、
振
る
舞
う
に
手
本
と
な
る
よ
う
な

方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
読
む
者
は
、
彼
が
褒
め
る
こ
と
を
注
視
す
る
と
、
言
い

聞
か
せ
た
い
こ
と
が
わ
か
る
し
、
彼
が
戒
め
る
こ
と
を
注
視
す
る
と
、
心
配
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
甫
ど
の
は
こ
の
帖
を
よ
く
保
存
し
伝
え
て
い
る
。
そ
の

志
も
や
は
り
よ
く
わ
か
る
。

乾
道
契
巳
(
九
年
。
一
一
七
三
)
二
月
乙
酉
(
新
暦
四
月
六
日
)
、
新
安
の
朱
薫
、

劉
氏
の
山
館
の
復
斎
に
お
い
て
じ
っ
く
り
と
み
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
そ
の

後
ろ
に
つ
つ
し
ん
で
書
き
つ
け
申
し
た
。
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政
劉
平
甫
〔
①
〕
家
蔵
胡
文
定
公
帖
〔
②
〕

屏
山
の
劉
坪
・
平
甫
ど
の
は
胡
文
定
公
　
(
安
国
)
　
の
帖
一
巻
を
所
蔵
す
る
。

前
の
二
つ
の
手
紙
は
、
胡
公
が
平
甫
ど
の
の
伯
父
の
秘
関
君
(
劉
子
巽
)
　
に
与

え
た
も
の
で
あ
る
。
お
も
う
に
胡
公
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
そ
の
息
子
の
両
部
君

ふ
で

(
胡
寧
)
が
筆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
秘
閣
ど
の
は
臨
川
　
(
撫
州
)

の
長
官
で
あ
り
、
兄
の
侍
郎
公
(
劉
子
羽
)
　
は
温
陵
(
泉
州
)
　
の
長
官
で
あ
り
、

弟
の
屏
山
先
生
　
(
劉
子
撃
)
　
は
病
気
を
名
目
に
任
官
し
て
い
な
か
っ
た
。
胡
公

の
息
子
の
侍
郎
ど
の
　
(
寅
)
　
は
桐
江
の
長
官
で
あ
り
、
兄
の
息
子
の
籍
渓
先
生

彦
修
〔
③
〕
必
巳
奉
太
夫
人
赴
温
陵
。
此
郡
楽
国
也
。
便
於
養
親
、
同

増
歓
慰
。
臨
川
〔
④
〕
密
邁
郷
邦
、
音
問
易
達
。
彦
坤
〔
⑤
〕
退
然
自
守
、

探
可
嘉
尚
。
徳
門
責
善
久
美
、
如
昆
仲
、
出
則
奮
其
才
力
、
建
立
事
功
、

居
者
進
修
術
業
、
養
成
徳
器
、
乃
邦
国
之
光
。
凡
在
郷
邦
、
亦
預
栄
蔦
。

衰
老
観
此
盛
事
、
不
勝
欽
歎
。
安
国
又
啓
。
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安
国
再
啓
。
湖
湘
早
飢
之
後
、
民
間
書
迫
、
而
供
餓
頻
繁
。
江
西
諒
亦

爾
。
然
教
令
既
字
〔
⑥
〕
、
吏
民
信
服
、
不
晩
必
有
除
擢
兵
。
寅
在
桐
江
〔
⑦
〕
。

幸
亦
粗
遣
。
然
帰
養
之
意
甚
濃
。
讃
恐
知
之
。
意
姪
比
蒙
恩
命
〔
⑧
〕
、
皆

昆
仲
平
日
奨
捏
之
所
及
也
。
感
侃
之
意
、
言
不
能
喩
。
安
国
再
啓
。

伯
達
甥
(
1
)
〔
⑨
〕
今
巳
長
成
。
莫
須
早
晩
、
令
随
貢
元
伯
伯
習
知
礼

義
〔
⑳
〕
。
若
一
向
不
読
書
、
恐
不
便
也
。
　
与
族
兄
書
、
其
略
如
比
。

屏
山
劉
坪
平
甫
蔵
胡
文
定
公
帖
一
巻
。
前
両
紙
、
胡
公
与
平
甫
伯
父
秘
閣
君

〔
⑳
)
。
蓋
公
之
辞
、
而
其
子
同
部
君
〔
⑬
〕
筆
也
。
時
秘
関
守
臨
川
、
兄
侍
郎

公
守
温
陵
、
弟
屏
山
先
生
称
疾
不
仕
。
胡
公
之
子
侍
郎
守
桐
江
、
兄
子
籍
渓
先

生
以
布
衣
特
起
、
典
教
郷
郡
。
書
辞
蓋
遍
及
之
。
後
一
紙
、
胡
公
与
其
族
兄
書
、

実
公
手
筆
。
平
甫
購
得
之
。
所
称
花
甥
者
、
即
平
甫
外
舅
太
史
公
〔
⑬
〕
也
。

胡
公
正
大
方
厳
、
動
有
法
教
。
読
此
者
、
視
其
所
褒
、
可
以
知
勧
、
視
其
所

戒
、
可
以
知
僧
。
平
甫
能
葆
蔵
之
。
其
志
亦
可
知
夫
。

乾
道
突
巳
二
(
2
)
月
乙
酉
、
新
安
朱
薫
観
於
劉
氏
山
館
之
復
斎
〔
⑭
〕
、
因

敬
書
其
後
云
。

を
奮
ひ
、
事
功
を
建
立
し
、
居
れ
ば
術
業
を
進
修
し
、
徳
器
を
養
成
す
る
は
、

乃
ち
邦
国
の
光
な
り
。
凡
そ
郷
郷
に
在
り
て
、
亦
た
栄
に
預
る
。
衰
老
比
の

盛
事
を
観
る
に
、
欽
歎
に
勝
へ
ず
。
安
国
又
た
啓
す
。

安
国
再
び
啓
す
。
湖
湘
早
飢
の
後
、

ま
こ
と
　
　
　
　
　
し
か

り
。
江
西
　
諒
に
亦
た
爾
ら
ん
。
然
れ
ど
も
教
令
既
に
字
ひ
、

せ
ば
、
晩
か
ら
ず
し
て
必
ず
除
招
有
ら
ん
。
寅
は
桐
江
に
在
り
。

は
　
　
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ
り

た
粗
l
ぽ
遭
l
せ
ら
る
。
然
れ
ど
も
帰
蓑
の
意
甚
は
だ
漬
し
。
謀
り
に
之
を
恐

ま

う

　

　

　

　

こ

の

み
知
す
。
憲
姪
　
比
ご
ろ
恩
命
を
蒙
る
。
皆
な
昆
仲
の
平
日
奨
掟
の
及
ぶ
所

か

ん

は

い

　

　

　

　

た

と

な
り
。
感
侭
の
意
、
言
喩
ふ
る
能
は
ず
。
安
国
再
び
啓
す
。

ま

伯
達
甥
は
今
ま
巳
に
長
成
す
。
早
晩
を
須
つ
美
く
、
貢
元
の
伯
伯
に
随
ひ
、

礼
義
を
習
知
せ
し
め
よ
。
若
し
一
向
に
書
を
読
ま
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
便
な

ら
ざ
ら
ん
。
　
族
兄
に
与
ふ
る
の
書
、
其
の
略
比
く
の
如
し
。
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き
ん
ば
く

民
間
は
宕
迫
し
て
、
供
鰊
頻
繁
な

お
は

吏
民
信
服

幸
ひ
に
亦

つ
つ
し

劉
平
甫
家
蔵
の
胡
文
定
公
の
帖
に
放
す

彦
修
必
ず
巳
に
太
夫
人
を
奉
じ
温
陵
に
赴
か
ん
。
此
の
郡
は
楽
し
き
国
なじ

り
。
親
を
養
ふ
に
便
に
し
て
、
同
じ
く
歓
慰
を
増
さ
ん
。
臨
川
は
郷
邦
に
密
適

し
、
音
関
連
し
易
し
。
彦
坤
は
退
然
と
し
て
自
ら
守
る
。
深
く
嘉
尚
す
可
し
。

徳
門
善
を
責
む
る
こ
と
久
し
く
、
昆
仲
の
如
き
、
出
づ
れ
ば
則
ち
其
の
才
力

屏
山
の
劉
坪
・
平
甫
胡
文
定
公
の
帖
一
巻
を
蔵
す
。
前
の
両
紙
は
、
胡
公
平

甫
の
伯
父
秘
閣
君
に
与
ふ
。
蓋
し
公
の
辞
に
し
て
、
其
の
子
の
嗣
部
君
の
箪
な
ら

ん
。
時
に
秘
閉
臨
川
に
守
た
り
、
兄
の
侍
郎
公
は
温
陵
に
守
た
り
、
弟
の
屏
山
先

生
は
疾
と
称
し
て
仕
へ
ず
。
胡
公
の
子
の
侍
郎
は
桐
江
に
守
た
り
、
兄
の
子
の
籍

渓
先
生
は
布
衣
を
以
て
特
起
し
、
郷
郡
に
典
教
す
。
書
辞
蓋
し
遍
く
之
に
及
ぶ
。

後
の
一
紙
は
、
胡
公
共
の
族
兄
に
与
ふ
る
の
書
に
し
て
、
実
に
公
の
手
筆
な
り
。

平
甫
之
を
購
得
す
。
称
す
る
所
の
荘
甥
と
は
、
即
ち
平
甫
の
外
舅
の
太
史
公
な
り
。

胡
公
正
大
方
厳
に
し
て
、
動
く
に
法
教
有
り
。
比
を
読
む
者
、
其
の
褒
む
る
所

を
視
れ
ば
、
以
て
勧
め
を
知
る
可
く
、
其
の
戒
む
る
所
を
視
れ
ば
、
以
て
憎
れ
を
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ほ
う
ざ
え
ノ

知
る
可
し
。
平
甫
能
く
之
を
葆
蔵
す
。
其
の
志
亦
た
知
る
可
し
。

乾
道
奨
巳
二
月
乙
酉
、
新
安
の
朱
某
劉
氏
山
館
の
復
斎
に
観
て
、
因
り
て
敬
ん

で
其
の
後
に
書
す
と
云
ふ
。

【
校
注
】

(
1
)
　
甥
　
　
底
本
及
諸
本
作
「
孫
」
。
拠
本
条
朱
薫
政
文
　
「
箔
甥
」
　
及
『
朱

子
節
疑
』
説
而
改
。

(
2
)
　
二
　
　
底
本
及
諸
本
作
　
「
三
」
。
是
年
三
月
無
乙
酉
日
。
二
月
有
乙
酉

日
。

【注】

①
劉
平
甫
　
劉
坪
(
一
二
二
八
-
一
一
八
五
)
、
崇
安
(
福
建
省
)
　
の
人
の
字
。
後

注
③
劉
子
羽
の
子
、
⑤
劉
子
翠
の
嗣
子
。
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
四

三
　
「
劉
胡
諸
儒
学
案
」
　
等
。
墓
誌
銘
を
朱
薫
が
書
く
(
「
従
事
郎
監
渾
州
南

岳
廟
劉
君
墓
誌
銘
」
、
『
朱
集
』
巻
九
二
)
。
朱
薫
の
師
の
一
人
劉
子
撃
の
嗣
子

で
朱
薫
と
年
ま
わ
り
も
近
く
、
と
も
に
学
び
育
つ
。
蔭
に
よ
り
官
位
を
授

か
る
が
実
職
に
は
就
か
ず
、
劉
子
撃
の
後
を
守
り
、
朱
薫
が
育
っ
た
五
夫

に
終
生
隠
棲
し
た
。
劉
子
翠
の
嗣
子
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朱
薫

の
墓
誌
銘
、
及
び
注
⑤
後
述
、
劉
子
翠
に
対
す
る
「
墓
表
」
、
参
照
。

②
胡
文
定
公
帖
　
「
胡
文
定
」
　
は
、
胡
安
国
の
こ
と
。
「
帖
」
　
は
、
こ
の
胡
安

国
か
ら
、
後
注
⑩
で
説
明
す
る
劉
子
巽
に
宛
て
た
書
簡
を
表
装
し
保
存
し

た
も
の
。

③
彦
修
　
劉
子
羽
二
〇
九
七
-
一
一
四
六
)
、
崇
安
(
福
建
省
)
の
人
の
字
。
『
宋

史
』
巻
三
七
〇
、
『
学
案
補
遺
』
巻
一
「
安
定
学
案
補
遺
」
　
等
。
神
道
碑

を
朱
薫
が
書
き
(
「
少
博
劉
公
神
道
碑
」
、
『
朱
集
』
巻
八
八
)
、
墓
誌
銘
を
張

桟
が
書
く
(
「
少
博
劉
公
墓
誌
銘
」
、
『
南
軒
文
集
』
巻
三
七
)
。
朱
薫
手
跡
の
神

道
碑
石
は
、
現
在
、
五
夫
に
お
け
る
朱
薫
住
居
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
再

建
さ
れ
た
紫
陽
楼
に
保
存
さ
れ
て
い
る
　
(
二
〇
〇
六
年
確
認
。
一
九
八
七
年

時
点
で
は
武
夷
山
武
夷
宮
に
あ
っ
た
)
。
靖
康
の
変
の
と
き
に
金
の
陣
に
使
者

と
な
っ
り
、
見
込
ま
れ
て
金
に
仕
え
る
こ
と
を
誘
わ
れ
た
の
を
断
っ
て
自

こ
え
ノ

死
し
た
父
劉
飴
の
蔭
で
官
に
就
き
、
建
炎
年
間
は
張
汝
の
幕
寮
と
し
て
、

寄
せ
て
く
る
金
に
対
し
て
今
の
四
川
地
域
を
保
全
し
、
そ
の
他
、
采
金
戦

争
で
采
の
文
官
指
揮
官
と
し
て
さ
か
ん
に
活
動
し
た
が
、
紹
興
一
二
年
二

一
四
二
)
　
以
降
、
講
和
派
の
秦
槍
が
政
権
を
握
る
と
退
隠
し
た
。
知
泉
州

と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
累
年
要
録
』
巻
一
〇
四
、
紹
興
六
年
二

一
三
六
)
八
月
契
卯
の
条
に
み
え
る
。
本
　
「
書
簡
I
」
　
は
こ
れ
以
降
の
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
臨
川
　
撫
州
の
役
所
が
置
か
れ
て
い
る
県
(
江
酉
省
)
。
後
注
⑳
、
劉
子
翼
が

赴
任
し
て
い
る
地
。

⑤
彦
沖
　
劉
子
撃
(
一
一
〇
一
-
一
一
四
七
)
、
崇
安
(
福
建
省
)
　
の
人
、
号
は
屏

山
ま
た
病
翁
、
の
字
。
劉
子
羽
の
末
弟
。
『
采
史
』
巻
四
三
四
、
『
学
案
』

・
同
『
補
遺
』
巻
四
三
「
劉
胡
諸
儒
学
案
」
等
。
墓
表
を
朱
薫
が
書
く
(
「
屏

山
先
生
劉
公
墓
表
」
、
『
朱
集
』
巻
九
〇
)
。
朱
松
が
亡
く
な
る
に
あ
た
り
、
息

子
朱
薫
の
教
育
を
胡
憲
、
劉
勉
之
と
と
も
に
託
し
た
三
先
生
の
一
人
。
父

劉
給
の
死
後
、
地
方
官
に
一
時
就
い
た
が
、
父
を
悼
む
あ
ま
り
身
体
を
悪

く
し
て
す
ぐ
に
実
職
か
ら
身
を
引
き
、
嗣
録
官
と
な
っ
て
五
夫
に
退
隠
す

る
。
病
気
か
ら
仏
老
に
も
接
近
し
、
内
面
に
沈
潜
し
た
儒
仏
融
合
的
思
想

145



東洋古典學研究　第23集　2007

傾
向
を
持
ち
、
十
代
の
朱
薫
に
甚
大
な
思
想
的
影
響
を
与
え
た
(
「
墓
表
し
)
。

⑥
教
令
既
字
～
　
『
繋
年
要
録
』
巻
九
九
、
紹
興
六
年
三
月
戊
辰
の
条
に
、
劉

子
翼
の
官
位
を
特
に
一
つ
進
め
た
と
云
い
　
(
「
右
通
直
郎
知
撫
州
劉
子
巽
特
逐

一
官
」
)
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
江
西
路
か
ら
　
「
子
翼
任
に
到
り
L
よ
り

こ

く

　

　

　

　

　

　

ぴ

ん

後
、
岳
飛
軍
の
糧
五
万
余
斜
、
銭
二
十
四
万
椙
を
発
過
す
(
徴
発
し
て
送

し
ん
て
き
ま
い

る
-
「
過
」
の
意
、
不
詳
)
。
又
た
人
戸
に
勧
誘
し
て
賑
擢
米
　
(
救
済
の
た
め
の

た
う

か
い
よ
ね
)
三
万
余
斜
を
椿
備
す
(
臨
時
貯
蔵
所
に
備
蓄
す
る
?
-
「
椿
」
の
意
、

不
詳
)
。
子
巽
自
到
任
後
、
発
過
岳
飛
軍
糧
五
万
余
斜
、
銭
二
十
四
万
緒
。
又
勧
誘

人
戸
椿
備
賑
擢
米
三
万
余
斜
」
　
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
た
め
と
み
え
る
。
そ

の
五
月
に
知
撫
州
に
再
任
(
『
繋
年
要
録
』
巻
一
〇
一
、
紹
興
六
年
五
月
契
巳

の
条
)
。
し
か
し
　
「
書
簡
I
」
　
の
時
期
か
ら
す
る
と
、
「
除
招
」
　
は
こ
の
再

任
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
そ
の
後
の
子
巽
を
『
繋
年
要
録
』
の

中
に
追
う
と
、
前
注
③
の
、
劉
子
羽
が
知
泉
州
と
な
っ
た
と
す
る
『
要
録
』

巻
一
〇
四
　
(
紹
興
六
年
八
月
)
　
の
記
事
中
に
、
「
准
西
宣
撫
使
」
　
と
し
て
名

が
出
る
。
た
だ
し
　
「
書
簡
I
」
　
は
劉
子
羽
が
泉
州
赴
任
の
と
き
に
子
巽
が

撫
州
に
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
知
撫
州
と
な
る
以

前
の
こ
と
を
言
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
『
要
録
』
巻
一
一
九
、
紹

興
八
年
四
月
庚
申
の
条
に
、
「
直
秘
閣
新
広
南
東
路
転
運
判
官
劉
子
巽
罷
」

と
み
え
、
こ
の
紹
興
六
年
末
か
ら
八
年
初
め
ま
で
の
間
に
、
知
撫
州
か
ら

広
東
の
　
「
路
」
　
ク
ラ
ス
の
官
に
な
っ
た
ら
し
い
。

⑦
寅
在
桐
江
　
「
寅
」
　
は
、
胡
寅
の
こ
と
。
本
訳
注
稿
第
3
条
(
本
「
訳
注
稿

(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
二
集
、
二
〇
〇
六
年
)
　
に
既
出
。
第
3
粂

注
⑧
、
参
照
。
「
桐
江
」
　
は
、
銭
塘
江
中
流
、
厳
州
　
(
新
江
省
)
建
徳
県

か
ら
桐
慮
県
あ
た
り
の
流
れ
を
い
う
。
こ
こ
で
は
厳
州
の
雅
名
と
し
て
用

い
て
い
る
。
『
繋
年
要
録
』
巻
一
〇
〇
、
紹
興
六
年
四
月
丙
午
の
条
に
、

胡
寅
が
知
厳
州
に
任
じ
ら
れ
た
記
事
が
み
え
る
。

⑧
意
姪
比
蒙
恩
命
　
「
憲
」
　
は
、
胡
憲
の
こ
と
。
本
訳
注
稿
第
5
条
(
本
「
訳

注
稿
(
二
)
」
、
『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
二
二
集
、
二
〇
〇
六
年
)
　
に
既
出
。
第

5
条
注
④
、
参
照
。
「
姪
」
　
は
、
朝
憲
の
母
が
胡
安
国
と
兄
弟
　
(
姉
妹
)

で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
「
比
蒙
恩
命
」
　
に
つ
い
て
は
、
『
繋
年
要
録
』
巻

一
〇
五
、
紹
興
六
年
九
月
己
丑
の
条
に
、
「
建
州
布
衣
胡
憲
特
賜
進
士
出

身
、
添
差
建
州
州
学
教
授
」
と
み
え
る
。
こ
の
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

朱
薫
　
「
籍
渓
胡
先
生
行
状
」
　
(
『
朱
集
』
巻
九
七
)
、
参
照
。
本
　
「
書
簡
I
」

は
こ
の
任
命
以
降
ま
も
な
く
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
。
そ
の
こ
と

は
注
③
と
も
整
合
す
る
。

⑨
伯
達
甥
　
「
伯
達
」
　
は
花
如
圭
の
字
。
本
訳
注
前
条
第
7
条
に
既
出
。
第
7

条
注
⑥
、
参
照
。
「
甥
」
　
は
、
底
本
は
　
「
孫
」
　
に
作
る
。
朱
薫
の
蚊
文
本

文
に
　
「
所
称
花
甥
者
」
　
と
あ
り
、
ま
た
『
朱
子
節
疑
』
に
も
　
「
甥
の
字
で

あ
ろ
う
」
　
と
の
指
揃
が
あ
り
、
か
つ
前
条
第
7
粂
所
引
の
胡
安
国
　
「
書
簡

I
L
　
に
箔
如
圭
を
指
し
て
　
「
箔
甥
」
　
と
言
う
語
も
あ
り
、
「
甥
」
　
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
　
「
孫
」
　
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
不
詳
。
ま
た
朱
薫

の
政
文
本
文
に
「
所
称
箔
甥
者
」
と
あ
る
の
は
、
書
簡
末
尾
の
原
注
に
「
族

兄
に
与
ふ
る
の
書
、
其
の
略
此
く
の
如
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

政
文
が
『
朱
集
』
に
入
る
と
き
、
も
し
く
は
朱
薫
が
政
文
の
対
象
の
こ
の

書
簡
の
文
を
保
存
す
る
と
き
に
、
も
と
の
書
簡
を
こ
の
　
「
書
簡
Ⅲ
」
　
の
よ

う
に
節
略
し
、
そ
の
も
と
の
書
簡
に
は
　
「
花
甥
」
　
と
あ
っ
た
た
め
の
表
記

か
。
『
朱
子
標
補
』
、
参
照
。

⑩
令
随
貢
元
伯
伯
習
知
礼
義
　
「
貢
元
」
　
は
、
郷
貢
の
状
元
(
科
挙
地
方
試
験
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の
第
一
位
の
人
)
　
の
こ
と
か
。
「
伯
伯
」
　
は
、
科
挙
地
方
講
に
は
通
っ
た
が

そ
の
後
受
験
を
や
め
て
郷
里
に
い
る
年
長
の
族
員
の
特
定
の
誰
か
を
指
す

か
。
『
朱
子
節
疑
』
は
　
「
貢
元
伯
」
　
を
人
名
固
有
名
詞
と
み
る
が
、
そ
の

後
の
『
朱
子
問
目
』
『
朱
子
標
補
』
『
朱
子
管
補
』
等
は
、
「
貢
元
の
伯
伯
」

と
と
る
。
「
伯
伯
」
　
は
く
だ
け
た
言
い
方
だ
が
、
書
簡
末
尾
に
　
「
与
族
兄

書
」
　
と
あ
り
、
族
員
内
の
気
心
知
れ
た
者
へ
の
表
記
と
い
う
こ
と
で
親
族

呼
称
に
白
話
的
表
記
を
入
れ
た
か
。

⑪
秘
閣
君
　
こ
こ
で
は
劉
子
巽
、
字
は
彦
礼
、
崇
安
(
福
建
省
)
の
人
の
こ
と
。

劉
子
羽
の
弟
、
劉
子
撃
の
兄
。
『
間
中
理
学
淵
源
考
』
巻
六
に
　
「
郡
守
劉

彦
礼
先
生
子
巽
」
　
と
し
て
伝
が
あ
る
。
蔭
で
官
に
就
く
。
靖
康
年
間
、
建

州
で
熊
志
牢
、
氾
汝
為
の
乱
が
起
き
た
と
き
に
鎮
定
に
功
が
あ
っ
た
。
知

な

南
剣
州
、
建
州
、
撫
州
、
信
州
等
を
歴
任
。
右
の
伝
で
は
、
「
人
と
為
り

開
明
勤
決
に
し
て
　
(
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
で
ま
じ
め
果
断
で
)
、
之
を
本
づ
く
る
に

み
だ

恕
を
以
て
す
。
至
る
所
簡
易
に
し
て
擾
れ
ず
(
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
動
じ
な

は
な

い
)
、
甚
は
だ
民
心
を
得
た
り
。
為
人
開
明
勤
決
、
而
本
之
以
恕
。
所
至
簡
易

不
擾
、
甚
得
民
心
」
　
と
云
う
。

「
秘
閣
」
　
は
、
宮
中
の
蔵
書
室
。
そ
の
管
理
者
の
位
階
を
持
つ
。
前
注

⑥
で
知
撫
州
再
任
の
命
を
う
け
た
『
繋
年
要
録
』
巻
一
〇
一
、
紹
興
六
年

五
月
突
巳
の
条
に
、
「
右
奉
議
郎
知
撫
州
劉
子
巽
除
直
秘
閣
」
と
み
え
る
。

⑫
其
子
嗣
部
君
　
「
其
子
」
　
は
、
胡
率
、
字
は
和
仲
、
号
は
茅
堂
、
崇
安
(
福

建
省
)
の
人
の
こ
と
。
胡
安
国
の
次
子
(
寅
を
男
子
一
位
と
み
て
)
。
『
宋
史
』

巻
四
三
五
、
『
学
案
』
・
同
『
補
遺
』
巻
三
四
　
「
武
夷
学
案
」
　
等
。
蔭
で

官
に
就
く
。
胡
安
国
の
『
胡
氏
春
秋
伝
』
作
成
を
手
伝
う
。
『
春
秋
通
旨
』

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
も
亡
ぶ
。
最
終
位
階
に
よ
っ
て
　
「
同
部
君
」
　
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
繋
年
要
録
』
巻
.
一
五
九
、
紹
興
一
九
年
二

一
四
九
)
　
四
月
突
酉
の
条
に
、
「
太
常
丞
胡
寧
守
尚
書
同
部
員
外
郎
」
　
と

み
え
、
巻
一
六
〇
、
同
年
一
二
月
己
巳
の
条
に
、
「
尚
書
同
部
員
外
郎
胡

牢
、
秘
書
省
著
作
佐
郎
劉
章
並
罷
」
と
み
え
る
の
を
参
照
。

⑬
太
史
公
　
苑
如
圭
を
指
す
。
「
太
史
公
」
　
は
、
歴
史
編
纂
に
関
わ
る
官
に
な

っ
た
こ
と
を
言
う
。
『
繋
年
要
録
』
巻
一
一
九
、
紹
興
八
年
五
月
乙
未
の

条
に
、
「
秘
書
省
正
字
箔
如
圭
兼
史
館
校
勘
」
　
と
み
え
る
。

⑭
復
斎
　
劉
子
翠
の
館
の
室
名
。
「
復
」
　
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
劉
子
翠

『
屏
山
集
』
巻
一
「
聖
伝
論
」
　
顔
子
の
末
尾
、
「
余
嘗
作
復
斎
銘
日
」
　
以

下
を
参
照
。

【
補
説
】
　
　
胡
安
国
書
簡
の
時
期
は
、
書
簡
I
と
書
簡
Ⅱ
は
、
注
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
紹
興
六
年
　
(
一
一
三
六
)
　
の
九
月
か
そ
れ
よ
り
も
遠
く
な
い

頃
と
み
ら
れ
る
。
書
簡
I
は
、
劉
子
羽
が
知
泉
州
と
な
っ
た
知
ら
せ
を
受

け
て
劉
氏
へ
の
祝
い
と
し
て
劉
子
翼
に
出
し
た
も
の
、
書
簡
Ⅱ
は
、
胡
憲

の
州
学
教
授
就
任
を
受
け
て
推
薦
へ
の
感
謝
を
劉
氏
に
表
し
た
も
の
か
。

劉
子
羽
に
も
謝
状
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
書
簡
Ⅲ
は
、

北
宋
の
大
観
、
政
和
年
間
(
二
〇
七
～
一
二
八
)
頃
の
も
の
か
。
蒋
如

圭
の
生
年
が
崇
寧
元
年
二
一
〇
二
)
、
進
士
合
格
が
建
炎
二
年
(
二
二

八
)
　
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
科
挙
の
勉
強
を
は
じ
め
る
と
い
う
内
容
の
も

の
な
の
で
、
如
圭
が
な
お
十
歳
前
後
、
遅
く
と
も
十
五
歳
前
後
の
こ
と
か

と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
靖
康
の
変
に
よ
っ
て
北
宋
政
権
が
突
然
に
瓦

解
す
る
な
ど
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。

本
条
も
前
条
と
同
じ
く
、
来
貢
が
持
つ
福
建
北
部
の
地
縁
、
血
縁
、
学
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繰
入
網
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
書
簡
を
書
く
胡
安
国
の
、
郷
里
と
の
関

係
の
意
識
に
、
そ
の
書
簡
を
評
価
す
る
朱
薫
の
意
識
が
重
な
っ
て
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。

胡
安
国
の
書
簡
自
体
の
問
題
に
ま
ず
ふ
れ
る
と
、
崇
安
の
五
夫
の
地
を

郷
里
と
し
て
共
有
す
る
劉
氏
一
族
全
体
と
ね
ん
ご
ろ
に
連
絡
を
と
る
胡
安

国
の
姿
が
目
に
つ
く
。
第
7
条
の
呂
祉
と
の
交
渉
も
含
め
て
い
え
ば
、
そ

れ
は
自
身
の
一
族
と
の
関
係
も
含
め
、
郷
里
の
有
力
一
族
と
の
関
係
維
持

の
努
力
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
郷
里
地
域
社
会
に
足
場
を
持
ち
つ
つ
、
中

央
官
界
レ
ベ
ル
の
世
界
に
参
与
す
る
当
時
の
多
く
の
官
人
士
大
夫
の
姿
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
胡
安
国
と
そ
の
家
族
は
、
宋
金
戦
争
に
よ
る
極
限
的

状
況
に
よ
り
、
湖
南
に
住
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
も
含

め
た
中
央
官
界
の
諸
事
情
に
動
か
さ
れ
な
が
ら
、
彼
は
、
郷
里
か
ら
切
れ

る
の
で
は
な
く
、
郷
里
に
発
し
た
諸
関
係
を
尊
重
し
よ
う
と
し
、
意
識
の

上
で
は
崇
安
五
夫
を
基
地
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
地
が

あ
っ
て
中
央
官
界
で
の
活
動
も
成
り
立
つ
と
し
て
、
劉
子
巽
、
子
羽
が
外

に
出
て
劉
子
翠
が
郷
里
を
守
る
劉
氏
の
姿
を
称
え
る
。
劉
氏
の
そ
の
姿
は
、

ま
た
郷
里
の
外
に
い
る
胡
安
国
と
そ
の
家
族
と
郷
里
に
い
る
胡
意
、
胡
氏

と
の
関
係
の
あ
ら
ま
ほ
し
き
姿
の
投
影
で
も
あ
ろ
う
4
　
官
界
と
郷
里
と
の

質
の
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
の
重
な
り
と
、
そ
れ
を
郷
里
関
係
を
基
礎

と
し
て
調
整
す
る
意
識
が
、
書
筒
I
、
Ⅱ
に
は
う
か
が
え
る
。

朱
薫
の
立
場
は
と
言
え
ば
、
采
金
戦
争
に
よ
る
官
界
の
諸
事
情
に
よ
り
、

彼
(
と
い
う
よ
り
は
父
朱
松
の
事
情
だ
が
)
も
本
籍
の
徽
州
に
は
戻
れ
ず
、

福
建
北
部
崇
安
を
疑
似
の
故
郷
と
す
る
。
そ
の
立
場
は
胡
安
国
の
家
族
に

近
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
今
で
言
え
ば
中
学
一
年
生
と
い
う
来
貢
の
若
年

に
は
じ
ま
り
、
そ
の
土
地
の
土
着
の
有
力
者
と
も
い
う
べ
き
人
々
に
囲
ま

れ
て
育
ち
成
人
と
な
っ
た
。
そ
の
有
力
者
が
、
郷
里
を
基
地
と
し
て
外
の

官
界
と
内
の
郷
里
の
二
重
的
あ
り
方
を
典
型
的
に
と
っ
て
い
る
劉
氏
、
胡

氏
で
あ
る
。
そ
し
て
郷
里
の
内
に
と
ど
ま
る
側
の
人
、
劉
子
撃
、
胡
意
ら

に
教
育
を
受
け
る
。
そ
の
教
育
内
容
は
、
郷
里
の
地
域
社
会
を
越
え
た
官

界
に
意
識
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
埋
没
し
て
し
ま
う
心
性
を
作
る

も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
劉
子
翠
、
胡
憲
は
、
官
界
事
情
も
踏
ま
え
て

敢
え
て
郷
里
に
身
を
置
く
こ
と
を
選
ん
だ
人
で
も
あ
り
、
郷
里
の
地
域
社

会
に
足
場
を
置
く
心
性
が
、
こ
こ
で
朱
薫
に
形
成
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
朱
薫
は
、
胡
安
国
の
書
簡
を
読
み
、
「
出
づ
れ
ば
…
、
居
れ
ば
」

の
両
立
が
　
「
邦
国
の
光
」
　
だ
と
す
る
言
葉
(
書
簡
I
)
を
あ
る
べ
き
姿
を

言
う
も
の
と
納
得
し
っ
つ
、
官
界
の
関
係
と
郷
里
に
発
す
る
関
係
の
調
整

を
郷
里
に
基
礎
を
置
き
つ
つ
お
こ
な
う
こ
と
を
思
索
す
る
。
す
な
わ
ち
、

政
文
で
　
「
書
辞
蓋
し
遍
く
之
に
及
ぶ
」
　
と
す
る
の
は
、
郷
里
に
発
す
る

関
係
へ
の
胡
安
国
の
ね
ん
ご
ろ
さ
が
朱
薫
の
琴
線
に
ふ
れ
た
こ
と
を
語

る
。
後
半
で
、
胡
安
国
を
手
本
と
す
べ
き
こ
と
を
言
い
、
帖
を
　
「
能
く
之

を
葆
蔵
す
」
　
と
劉
坪
を
称
え
、
「
其
の
志
亦
た
知
る
可
し
」
　
と
言
う
。
劉

坪
が
郷
里
の
外
に
出
る
の
で
は
な
く
、
郷
里
に
い
る
こ
と
を
選
び
と
つ
た

人
で
あ
り
、
朱
薫
が
そ
の
こ
と
に
共
感
し
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
こ
の
後
半
は
、
胡
安
国
が
一
般
的
に
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
か
ら
そ

の
言
動
を
手
本
と
す
べ
き
と
い
う
の
で
は
な
く
、
内
容
的
に
官
界
と
郷
里

に
発
す
る
関
係
の
重
な
り
は
郷
里
に
基
地
を
置
い
て
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
を
語
る
ゆ
え
に
手
本
と
す
べ
き
と
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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朱薫『朱文公文集』政文訳注稿(三)(市爽)

〔
劉
(
子
翠
)
〕
屏
山
先
生
文
集
の
後
に
書
き
つ
け
る

屏
山
先
生
文
集
二
十
巻
は
、
先
生
の
跡
継
ぎ
の
　
〔
劉
】
坪
ど
の
が
編
集
、
順

序
立
て
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
は
や
確
定
し
て
全
体
を
通
し
て
文
字
化
で
き
る
。

先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
(
啓
手
足
-
『
論
語
』
泰
伯
篇
)
、
坪
ど
の

は
た
い
へ
ん
若
く
、
そ
の
た
め
平
生
の
遺
文
は
散
逸
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の
後
十
余
年
し
て
、
家
に
あ
る
文
書
の
欠
け
た
と
こ
ろ
を
ふ
た
た
び
訪
ね
求

め
て
補
い
始
め
た
の
だ
が
、
み
な
書
き
写
さ
れ
て
元
の
姿
を
失
っ
て
お
り
、
文

字
の
同
異
が
入
り
混
じ
っ
て
、
読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
繰

り
返
し
っ
き
合
わ
せ
正
す
こ
と
さ
ら
に
十
余
年
、
そ
の
後
に
こ
の
二
十
巻
の
文

集
は
よ
う
や
く
書
物
と
し
て
の
姿
を
成
し
て
、
大
き
な
誤
り
が
な
く
な
っ
た
。

わ
た
し

薫
は
掃
除
の
し
つ
け
段
階
か
ら
師
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
旧
縁
に
よ
り
、
幸

運
に
も
検
討
の
論
議
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ひ
そ
か
に
お
も
う
に
、
先
生
の
文
辞
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
天

下
の
耳
目
を
驚
か
せ
る
の
に
充
分
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
精
緻
で
微

妙
な
学
問
や
静
誼
謙
退
の
風
気
が
文
章
と
書
か
れ
た
文
字
に
あ
ら
わ
れ
て
い

て
、
愚
か
で
暗
い
者
を
啓
発
し
、
狭
い
こ
こ
ろ
持
ち
が
萌
す
の
を
消
し
て
い
く

も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
目
を
通
す
者
が
と
り
わ
け
ど
う
か
心
を
尽
く
し
て
ほ
し

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
こ
と
を
書
き
つ
け
て
、
後
世
の
君
子
に
告
げ
る

の
で
あ
る
。

乾
道
突
巳
　
(
九
年
。
二
七
三
)
七
月
庚
戊
(
新
暦
八
月
二
九
日
)
、
門
人
来
貢

謹
ん
で
書
き
つ
け
る
。

書
屏
山
先
生
文
集
後

屏
山
先
生
文
集
二
十
巻
〔
①
〕
、
先
生
嗣
子
坪
所
編
次
。
巳
定
可
繕
写
。
先
生

啓
手
足
時
、
坪
年
甚
幼
〔
②
〕
、
以
故
平
生
遺
文
多
所
散
逸
。
後
十
余
年
、
始
復

訪
求
以
補
家
書
之
欠
、
則
皆
伝
写
失
真
、
同
異
参
錆
、
而
不
可
読
臭
。
於
是
反

復
鰊
訂
又
十
余
年
、
然
後
此
二
十
巻
者
始
克
成
書
、
無
大
誤
謬
。
薫
以
門
埴
濯

掃
之
旧
、
幸
獲
与
討
論
蔦
。

窃
以
為
先
生
文
辞
之
偉
、
固
足
以
驚
一
世
之
耳
目
。
然
其
精
微
之
学
、
静
退

之
風
、
形
於
文
墨
、
有
足
以
発
蒙
蔽
、
錆
都
苔
之
萌
者
、
尤
覧
者
所
宜
尽
心
也
。

因
書
其
故
、
以
告
後
之
君
子
云
。

乾
道
突
巳
七
月
庚
戊
、
門
人
朱
薫
謹
書
。

屏
山
先
生
文
集
の
後
に
書
す

屏
山
先
生
文
集
二
十
巻
、
先
生
の
嗣
子
坪
の
編
次
す
る
所
な
り
。
巳
に
定
ま
り

て
繕
写
す
可
し
。
先
生
手
足
を
啓
く
の
時
、
坪
は
年
甚
は
だ
幼
く
、
故
を
以
て
平

生
の
遺
文
は
散
逸
す
る
所
多
し
。
後
ち
十
余
年
、
始
め
て
復
た
訪
ね
求
め
て
以
て

家
書
の
欠
を
補
へ
ば
、
則
ち
皆
な
伝
写
し
て
真
を
失
ひ
、
同
異
参
錯
し
て
、
読
む

可
か
ら
ず
。
是
に
於
て
反
復
障
訂
す
る
こ
と
又
た
十
余
年
、
然
る
後
に
比
の
二
十

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

わ

巻
な
る
者
始
め
て
克
く
書
を
成
し
て
、
大
い
な
る
謁
謬
無
し
。
斉
門
堵
濯
掃
の

あ
づ
か

旧
な
る
を
以
て
、
幸
ひ
に
討
論
に
与
る
を
獲
た
り
。

窃
か
に
以
為
へ
ら
く
先
生
文
辞
の
健
は
、
固
よ
り
以
て
一
世
の
耳
目
を
驚
か
す

に
足
る
。
然
れ
ど
も
其
の
精
微
の
学
、
静
退
の
風
、
文
墨
に
形
は
れ
て
、
以
て
蒙

ひ

ら

　

　

　

ひ

り

ん

　

　

　

と

蔽
を
発
き
て
、
都
吉
の
萌
を
錆
か
す
者
有
る
は
、
尤
も
覧
る
者
の
宜
し
く
心
を
尽



東洋古典學研究　第23集　2007

こ
と

く
す
べ
き
所
な
り
。
因
り
て
其
の
故
を
書
し
、
以
て
後
の
君
子
に
告
げ
ん
と
云
ふ
。

乾
道
契
巳
七
月
庚
戊
、
門
人
朱
煮
謹
み
て
書
す
。

【注】

①
屏
山
先
生
文
集
二
十
巻
　
現
存
。
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い

る
(
「
屏
山
文
集
二
十
巻
」
)
。
四
庫
全
書
本
の
目
録
は
、
巻
一
-
四
　
「
論
」
、

巻
五
「
記
」
「
序
」
、
巻
六
「
雑
著
」
、
巻
七
「
表
」
「
節
子
」
、
巻
八
「
啓
」
、

巻
九
　
「
祭
文
」
　
「
墓
銘
」
　
「
墓
表
」
、
巻
一
〇
　
「
賦
」
、
「
詩
」
、
巻
一
一
-

一
九
　
「
詩
」
、
巻
二
〇
「
詩
」
　
「
詞
」
、
で
あ
る
。

②
坪
年
甚
幼
　
劉
子
撃
が
亡
く
な
っ
た
紹
興
一
七
年
二
一
四
七
年
。
た
だ
し
十

二
月
逝
去
の
た
め
、
そ
の
死
は
新
暦
換
算
で
は
二
四
八
年
に
入
る
)
　
は
、
劉
坪

十
歳
、
朱
薫
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

【
補
説
】
　
四
庫
全
書
本
は
、
目
録
の
後
に
紹
興
三
〇
年
(
二
六
〇
)
六
月

の
胡
憲
　
「
序
」
　
を
、
巻
二
〇
の
後
に
　
「
屏
山
集
原
蚊
」
　
と
し
て
朱
薫
の
本

条
政
文
、
及
び
慶
元
五
年
二
一
九
九
)
　
の
　
「
政
家
蔵
劉
病
翁
遺
帖
」
　
(
『
朱

集
』
巻
八
四
、
収
載
)
を
掲
載
す
る
。
胡
憲
の
　
「
序
」
　
中
に
本
書
を
　
「
二
十

巻
」
と
云
う
が
、
そ
の
年
時
か
ら
す
る
と
、
本
条
に
云
う
「
後
ち
十
余
年
、

始
め
て
復
た
訪
ね
求
め
て
以
て
家
書
の
欠
を
補
」
　
っ
た
時
点
の
も
の
ら
し

い
。
し
か
し
本
政
文
に
み
え
る
よ
う
に
、
そ
の
.
時
点
で
は
字
の
異
同
が
多

く
あ
り
、
資
料
を
収
集
し
修
訂
し
て
現
本
の
祖
本
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
屏
山
先
生
劉
公
墓
表
」
　
(
『
朱
集
』
巻
九
〇
)
に
お
い
て
朱
薫
は
劉
子
撃
か

ら
最
後
に
受
け
た
教
え
を
哀
惜
の
情
を
も
っ
て
回
顧
し
て
い
る
。
朱
薫
の

思
想
形
成
に
関
心
が
あ
る
諸
家
は
か
な
ら
ず
読
ん
で
い
る
い
わ
ば
思
想
史

の
名
所
旧
跡
で
あ
り
、
多
く
引
用
も
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
あ
る
が
、
本

政
文
中
の
、
「
蒙
蔽
を
発
き
て
、
邦
吉
の
萌
を
鈴
か
」
す
「
精
微
の
学
、
静

過
の
風
」
　
の
(
朱
薫
が
受
け
止
め
た
限
り
の
)
内
実
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が

あ
る
の
で
、
以
下
に
訓
読
書
き
下
し
文
で
示
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
死
期
を
自
覚
し
た
病
中
の
先
生
劉
子
撃
の
床
に
侍
っ
た
青

年
朱
薫
は
あ
る
日
、
深
い
学
び
に
劉
子
撃
が
入
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
教
え

を
請
う
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
よ
ろ
こ
ん
で
こ
う
語
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

わ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

王

「
吾
れ
少
き
と
き
未
だ
道
を
開
か
ず
。
静
田
に
官
せ
し
時
、
疾
病
を
以
て

始
め
て
仏
老
子
の
徒
に
接
し
、
其
の
所
謂
る
清
浄
寂
滅
な
る
者
を
聞
き
て
、

こ

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

よ

心
に
之
を
悦
び
、
以
て
道
は
是
に
在
り
と
為
せ
り
。
帰
る
に
比
び
吾
が
〔
儒

か
な

学
の
〕
書
を
読
め
ば
、
而
ち
契
ふ
有
り
。
然
る
後
に
吾
が
〔
儒
学
の
〕
道
の

か
く

大
い
な
る
、
其
の
体
用
の
全
き
こ
と
乃
ち
比
の
如
き
を
知
る
。
抑
そ
も
菩

え

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

へ

れ
易
に
於
い
て
徳
に
入
る
の
門
を
得
た
り
。
所
謂
る
　
「
遠
か
ら
ず
し
て
復

る
」
(
『
易
』
復
卦
)
な
る
者
は
、
則
ち
音
の
三
字
符
な
り
。
侃
服
周
旋
し
て
、

な

敢
て
失
墜
す
る
岡
し
。
是
に
於
い
て
嘗
て
復
斎
銘
・
聖
伝
論
を
作
り
、
以

あ
ら
は

て
吾
が
志
を
見
す
。
然
れ
ど
も
吾
れ
吾
が
言
を
忘
れ
て
久
し
。
今
ま
乃

ち
相
ひ
為
め
に
之
を
言
ふ
。
汝
尚
は
勉
め
よ
」
と
。
劉
子
翠
が
亡
く
な
っ

た
の
は
こ
の
二
日
後
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
朱
薫
へ
の
劉
子
蟹
の
影

響
の
問
題
を
簡
潔
な
が
ら
奥
行
き
を
持
っ
て
説
い
た
、
邦
文
の
先
駆
的
記

述
と
し
て
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
(
広
池
学
園
出
版

部
、
一
九
六
二
年
)
一
八
二
～
四
頁
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
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